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第 1 章 序  

1． は じ め に  

我が国における環境放射能調査は核爆発実験に伴う放射性降下物、原子力施設   

周辺の環境モニタリング等に関連して行われてきてぃる。その実施に係る基本的  

な指針については、原子力委員会が昭和39年に「放射能調査の方針」を示したの   

をはじめ、昭和53年には「環境放射線モニタリングに関する指針」を制定する夜   

ど所要の検討や取少まとめ等が行われてきたが、昭和53年原子力安全委負会の   

発足に伴h、これらの業務は環境放射線モニタリング中央評価専門部会に引き継が   

れ、昭和58年に新たに「環境放射線モニタリングに関する指針」を制定してい   

る。  

一方、放射線審議会においては、これらの環境放射能調査の実施忙係る具体的   

な分析・測定法について審議するため、昭和40年6月測定部会を設け 、これま   

で「放射性セシウム分析法」等の一連の分析・測定法に関するマニュアルを制定   

してきた。これらのマニュアルには試料採取に関する事項も含められているが、   

各マニュ7ルに共通な点の多いこと及び試料の採取方位は分析方法とともに結   

果の評価に多大の影響を与えることに鑑がみ、今般、各種試料に係る採取方法の   

みを取りまとめ、分析・測定法とは別のマニュ7ルとして制定することとした。   

本マニュ7ルの位置づけと範囲はつぎの通りである。   

吐）三唱境放射触モニタリングはそれぞれの目的に応じて計画立案される。従って  

例えば対象試料や採取地点の選定ある1ハは採取頻度などは吉†画立案の際に目的  

に応じて定められ、原子力施設周辺のモニタリングの場合には上記「指針」を  

参照することになろう。本マニュアルの扱うところは、目的をとわず現地での  

試料採取の技術的方法に関するもので、現地で採取した試料を実験室に持ち   

込み、保存に耐える形態にするまでの範囲とする。   

② 対象とする試料の種類及び分析対象核種については、核爆発実験、平和利用  

の別なくすべてを包含するよう心掛けたが、∧体試料は除外してある。   

③ 試料採取に当たって必要とする技術の程度は、日常業務としてのモニタリン  

グの目的に適し、また現在広く実施されている方法に見合うよう考慮した。従  

って特殊な目的での分析にはさらに高度の技術を必要とし、あるいは目的に応  

じた修jEが望ましいこともある。  

本マニュアルの各項目は、せえがき、採取部位または対象、試料採取患、採取  
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装置、用具及び寄書芸、採取場所、試料採取方法、試料の処理及び分析・測定試料  

の調製、試料に関する記録、試料の輸送の胎に記し、参考として記録幕も例示し  

た。   

凌お、トリチウム及び放射性ヨウ素の分析に技通常の試料処理及び調製法で注目  

的核種を損失するおそれがあるので第20章に別項目として注意点を記した。   

本採取法は放射性核種を対象としたものである。をお、一般の環境汚染物質を  

対象とする場合も適用できるが、場合によっては、必ずしも適当でないこともあ  

るので注意しなければ怒らなレ㌔   

マニュアル本文の記述ををるべく簡潔にするため、追加説明及び参考となるデ  

ータなどは、それぞれ「解説」及び「参考」として巻末にまとめたので、必要に  

応じて参照されたい。  

2．各種環境試料の性格と採取方法の概要   

環境の構成費素は、それぞれが独立して存在し得るものではをく、相互托関連し   

複雑に結び合わされている（解説1参照）。従って環境試料の分類及び記載腕序   

を合理的に確立することは困難であるが、ここで注試料の採取及び前処理の方法   

なども考慮して第2葦以降に記した販序に従ってそれぞれの特性について述べる。   

2．1 大気関係  

大気関係の試料は、大気浮遊じん、降下物及び降水（定時降水）を対象とする。  

大気浮遊じんとは、地表大気中に浮遊しているじん壌と、それに伴う主とし  

て粒子状の放射性物質であお、大気中の放射性物質濃度を求めるため集じん装  

置により炉紙に捕集される。  

降下物とは、自然忙地表忙降下するじん壊及び降水をレ＝ハ、大型水盤といわ   

れる採取器により、通常1か月単位で採取蔓れる。ここに記すのは地表k降下   

する放射性物質の降下率及び降下積算量（蓄積農といわれることがある）を求  

めるための採取方法である。  

降水（定時降水）とは、24時間に降った雨及び雪であって、降下物とは区  

別される。ここに記すのは降水と共に降下した放射性物質の量及び放射能漁度  

を求めるための採取方法である。   

2．2 降  水  

ここでいう陸水と紘、河川水、湖沼水、井戸水、上水及び鉄刀jに供される天  

水に限定し、㌫い意味での陸水全体は対象にしていない。ここに記すの技法活  
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観で直接用ぃられている陸水中の放射性物質の竜及び放射能護度を求めるため   

の採取方法である。  

2．3 土壌、河鹿土及び湖底土  

ここに記すの法泉耕地及び未耕地の土壌並びに河鹿土及び湖底土につき、放   

射性降下物恵どによって蓄積した放射性物質の量を求めるための採取方法であ   

る。なお、河底土及び湖底土は河川及び湖沼の堆横物を対象とし、河川及び湖   

沼の大きさ、水深などの状況忙よ少それぞれの異なった採取方法な記す。  

2．4 排  水  

ここでぃう排水とは、原子力施設、放射性物質取扱施設から一般の排水帝など   

へ放出される（すでに施設者の管理を離れた）排水であって、環境試料とは異   

なった性格の試料であるが、環境放射線モニタリングでは重要な試料である。   

施設によって放出の仕方や暑が異なり、また複数の施設からの排水が一緒に   

なって放出されている場合もあるが、試料採取は原則として施設外での放出口   

で行う。  

2．5 食品関係  

食品関係の試料は、いずれも試料採取が比較的容易であゎ、かつ採取場所、   

採取時期などを確認し梱る日常食及び個々の食品を対象とする。  

（a）日常食  

内部被ばく線量を直接推定するための基礎資料を侍るに揉、日々の食事そ   

のものが対象となるが、ここでは特に陰ぜん方都よる日常食を取り上げ、  
試料採取に当たっての注意すべき点を詳細に記す。   

㈲ 個々の食品  

個々の食品関係試料として紘、穀類、野菜、牛乳、茶及び魚介藻敷を対象  

としてぃるが、これらのうち穀類、野菜は日本人が摂取する主撃な食品であ  
往（2）  

ること、牛乳は乳幼児の主賓な食品であるという見地牢、ら戦ゎ上げた。野菜  

については、その椎敷か多いので、これらをさら掟葉菜類、果菜類、根菜類、  

ぃも粕に大別して採取方法を記す。これらはいずれも食品として用いられる  

注（1）76ページ、任（1）をを照  

注く2）梨ヨ乳野菜以外陀肉類も対象試料とすべきてあるが、日本人が摂敬する肉類総輸入に触   

っているものも多く、臼的とする生産場所の試料を容易托採取することが困難であるため、  

除いた。  
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状態、すなわち水洗した状態のものを試料とすることとしてある。個々の食   

品については市場で購入する方法もあるが原則としてここでは取少上げない  

こととした。茶葉は核爆発実験に伴う放射性降下物による汚染が食品類中で特   

に大であったことから、放射能汚染調査に十分役立つものとしてその採取方  

法を記す。  

牛乳の放射能汚染は主に牧草に起因するので、食品関係以外のものとして  

その汚染経路を把握し得るよう牧草の採取方法を記す。  

食用魚、月、海藻類は採捕された時と場所の明らか夜ものを漁業者から購  

入することを原則とする。  

2．6 指標生物  

通常食用忙供されないか、あるいは食物連鎖へのつをがりが少ないと考えら   

れる生物であっても、放射性物質を著しく濃縮するいわゆる指標生物が知られ   

てお力、海洋ではイガイ類、陸上では松葉をどを対象として採取方法を記す。   

プランクトンは目的によっては有用であるがその採取は著しく困難をので取少   

上げなレヽこととした。  

2．7 海洋試料   

海水と海底土は海水浴ヤ潮干狩わなどの瘍合を除くと一般公衆の身体に直接   

触れるものではないが、食用に供される魚介藻類が生育する環境としての安全   

性を確かめることを目的の一つとして、原子力施設周辺モニタリングの対象と   

して通常取り上げられる。  

海水は沿岸流や潮汐、風夜どによって絶えず流動しており、放射性物質は、   

この流動する海水の中を拡散し、あるいは海底に沈積する。  

海底土は、海水のように食用生物の生育環境としての意義を持つだけでなく、   

対象水域における放射性物質の長年月にわたる蓄積の傾向を推定すること陀も   

役立つ。  

排水に含まれる核種の沿岸水域における広が少方は、現地の地形と海況及び   

排水の性状と量などによって異なるので、環境条件が類似する場所における既   

往の調査例などを参考にしておおまかな分布範囲を想定して採取計画を立てる。   

ここでは一般に用いられている採取方法を記す。   

海産生物試料は、漁獲海域、日時の明らかなものについて、漁業者から購入   

することを原則とするが、未利用生物については自ら採取しなければならない   

ので、その方法を付記した。  
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る．定量可能レベルと供試量   

調査員的によって、要求される定量可能レベルが決められる。現在の放射能の   

バックダラウシ′ドレベルをつかもうとすると、か敢少多量の試料が必要であわ、   

分析・測定もより感度の高い方法を用ぃをければならなレ㌔   

要求される定量可能レベルを満足させるには、供試量、試料の処理・調製及び   

分析・測定方法などをあらかじめ決めなければならないが、日常業務として作業   

を継続させるために姓、労力の穀薮と時間の節約をはかることも重要を条件と怒   

る。  

表1に放射化学分析における供試堂と定量可能レベル（ベータ繚計測）を、表   

2にヨウ素－131の各分析法にかける供試量と定量可能レベルを、表3及び表4   

にそれぞれプルトニウムー239＋240及びウラン分析における供試羞と定量可能   

レベル等を、「ま女表5にゲルマニウム半導体検出器による安登可能レベルをそれ   

ぞれ示した。  

なか、巻末参考8に環境試料中のストロンチウムー90及びセシウムー137 の   

分析結果の例（昭和56年巌）を示したが、実際に姓、試料の処理・調製の際にか   

ける損失及び予極を含め、現地における試料の採取量は多めにしてかくことが望   

ましい。   

表1 放射化学分析匿おける供試貴と定景可能レベル（ベータ線計測）  

試  料  供 試 量   定量可能レベル 
1）   

単  位   

大気浮遊 じん  101m3   1Xl（「l   pci／m，   

降   下   物  月間全量（0．5m2   2   pci／m‡   

陸  水  100ヱ   0．01   pCi／ヱ   

土  壌  100g乾土   10   pCi／kg乾土   

精  米  1kg生   pci／kg生   

野  菜  1kg生   pCi／kg生   

茶  事  0・5kg乾物   2   pci／kg乾物   

牛  
乳‡  

2£   q．5   pCi／ヱ   

目   食  5入日分   2   pCi／人／日   

海  水 ‡  10ヱ   0．1   pCi／ヱ   

海   底   土  100g乾土   10   pci／kg亀土   
伽   藍  魚  1kg生   pci／kg生   

淡   水   魚  1kg生   pCi／kg生   

半  期  1kg生   pci／kg生   

軸   凍   軌  1kg生   pci／k壷生   

1）一p（11′川・・1か恒‥）州定器てノl二記の仇式；這餌付ーた場合、即co．射sT、l（おIlu、1J7cs 
、   

摘 c。の定ムを1朋ヒなレベル  
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表2 
131 

1の各分析法における供試豊と定量可能レベル  

試  料   分 析 法  検出器1）  俳誌乾量  定量可能レベル  単  位   

大気浮遊じん  ヨ■■■■ぼ    一  Ge   20mき   0．5   pci／mさ  

ヨク 化叙法  LBe   20mき   0．05   pci／mき   

陸  水  ヨ タ 化銀法  Ge   1£   10   pCi／£  

NaHT↓）   1£   100   pCi／ヱ   

海  水   ヨ ウ 化銀法  Ge   5£   1   pCi／∠  

NaI（Tヱ）   5エ   10   pCi／｛   

野  菜  直  接  法  Ge   1～2．5kg   10   pCi／kg   

牛  乳  直  接  法  Ge   2£   5   pCi／£  

NaI（T慮）   2上   30   pCi／ヱ  

イオン交換法  Ge   4 ∠   pCi／ヱ  

NaI（Tヱ）   4慮   2   pCi／ヱ  

イオン変換分離  
ヨタ化パラジウム法   LBC   4A   0．2   pCi／｛  

（放射能測定法シリーズ4 放射性ヨウ素分析法エわ）  

1）Ge：ゲルマニウム半導体検出器   

LBC：低バックグラウンド2汀ガスフロー検出器   

Nal（Tヱ）：NaI（T∠．）シンチレーション検出器  

239＋240  
Pu分析における供試量と定量可能レベル  表3   

試  料   供 試 豊   定量可能レベル   単  位   

大気浮遊 じん   101mユ   5×10－6   pci／m3   

降   下  物   月間全量（軋5m2   0．1   pci／m‡   

陸 水・海 水   100ヱ   5×l㌻4   pCi／£   

土壌・海底土   50g（乾土）   pCi／kg 乾土   

海産生物・農作物   500g（生）   0．1   pCi／kg 生   

〝   20g（灰）   2．5xld‾3   pCi／g 択   

（放射能測定法シリーズ12 アルトエウム分析法よわ）  
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表4 ウラン分析における供試量と定量可能レベル及び天然における平均的含量  

試  料！   M  分析法 t  供 武 豊  定監可能レベル  平均的含羞  単  位   

大気浮遊じん  H  1√5～1す4   
□  

〃g／mユ   

陸  水  ‘けい光光藍法．  2£  0．1  
‾‾－－－‾－ 

l呑2～1す1   ダg／ヱ   

海  ∩  「‾    口  
1 3 ＃g／£   

土  壌  吸光光度法  5～10g（乾土）   0・2   mg／kg乾土   

軸 底 士  晩発光度法  5～10g（軋土）   0．2．   mg／kg乾土   

10   

農 作 物  晩光米産法  500g（生）   
4  〃g／kg生  

500g（生）   
海 産 生 物  吸光光度法  4   10一～20   〝g／kg生  

畠～10g（択）   

（放射能測定法シリーズ14 ウラン分析法より）  

表5 ゲルマニウム半導体坂出器による定量可能レベルの一例  

試  料   供試遠   単  位   
54 

Mn   59Fe   60 65 137 
c＆   

144 
co   zn  ce   

大気浮遊じん  101mユ  pci／mユ   2xlが3  3×1す’3  2×10  3×10◆  2Xl百3  7×l釘3   

陸  水  20 且   pCi／ヱ   ．2   0．4   0．2  0．4   0．2   l．0   

梅  水  20 ヱ   pCi／ヱ   0．2   0．4   0．2  0．4   0．2   1．0   

土壌，海底土  100g剛  pCi亮g乾士  60  120   50  、90   7 0   200   

柚  物  1kg牲）  pCi／kg生  10   20   10  2 0   10   40   

和 姦生物  1kg（／十．  pCi／kg生  10   20   10  2 0   10   40   

（放射能測定法シリーズ13 ダルマエウム半導体検出器等を用いる機器分析のため  

の試料の約処f量饗法より）  
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第2葦 大気浮遊じん  

大気浮遊じんとは、大気中の浮遊じん挨と、それに伴う粒子状放射性物質をいう。   

大気浮遊じんを炉紙を用ぃて吸引採取する方法には固定炉紙式と移動炉紙式があ   

る。   

現在では固定炉紙式が大部分てあゎ、移動炉紙式はほとんど用いられていない。   

固定炉紙式は集じん器の種類によって二種類に大別できる。一つは直径約5 cln  

の円形炉紙に流量0．05～0．1n予／分で集じんするもので、他は円形または長方形の  

大型炉紙に流量0．2～1r㌔／分で集じんするものである。前者は連続の集じんに用  

いられ、一枚の炉紙の乗じん期間は一週間が限度である。後者は数時間以内の集じ  

んに用いられる。   

また前者の集じん器には、放射性ヨウ素捕集用として、活性炭カートリッジが 装  

着できるものがある。  

2．1 試料採取量  

吸引量は、全β放射能測定、放射化学分析、r線スペクトロメトリなどの目的   

に応じて決めなければならない。通常は0．1rd／分程度で一週間連続集じんした   

もの、及び0．2～1．・O rJ／分で数時間から最大24時間集じんしたものが測定対象   

試料とをる。  

2．2 集じん器  

（1） ローポリウム・エアサンブラー（固定折紙式）  

この集じん器は折紙ホルダー、流量調整部、排気ポンプ部から構成されてい  

る。この集じん器は連続集じんを目的にしておわ数日～1週間の使用に耐える  

ものとする。  

炉紙ホルダーには直径5clmの炉紙を取り付けられるほか、ヨウ素捕集用の  

活性炭カートリッジをどが装着できる。  

また正確な吸引畢を知るためには積算乾式ガスメーター（0・005～0・05ポ／分）  

を用いてもよい。  

（2Jハイポリウム・エ7サ／ブラー（固軍炉新式）  

この集じん器は短時間に多量の大気を吸引し大気浮遊じんを捕集するもの  

で、長時間にわたる連続集じん忙は適してぃない。環境放射能調査では、大気   
三（l 

浮遊じんの粒径選別は行わなた、流量（05～2m3／介）が多く、炉紙は  

直径10crnまたは8インチ×10インチ角の大型折紙を装着することができる。  

注（1）普通は約40／Jm以下のものが採椒される。  
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携帯移動に適したものと、固定された大型装置（湿式真空ポンプ式）のものが   

ぁり、一般には持ち運びに便利な前者（スタブレックスなど往（2））が広く使わ  
れてレ、る。  

2．3 折   紙  

集じんに用いる炉紙は、粒径0．3J」mの粒子に対し捕集効率95％以上のもの   

を使用することが望ましい。通常ガラス繊維製炉紙、セルロース製炉紙などがあ   

わ、目的によって使い分ける（東洋OB－100P、HE－40Tなど）。最初から放   

射化学分析用として用いる場合には、普通の化学用炉紙（5種Aなど）を用いて   

もよい。  

2．4 設置場所  

周辺に立ち木や建造物がなく、または特定施設の影響を強く受けない広い平坦   

地を選ぷ。集じん器の位置（開口吸入部）は地上から1m以上の高さにし、降雨   

時の採取には雨が入ら夜いように雨よけを付ける。また適当な場所のない場合は、   

建造物の平らな屋上に設置してもよい。  

2．5 試料採取方法  

（1）集じん器の作動試験を行い性能を確認したのち所定の炉紙を装着する。  

（2）集じんを開始し、その時刻と開始直後の流量計の値を読み取少記存する。  

（3J集じん中、適当な時間間隔で流量計の値を読み取少、次式によ少全吸引量  
注（ 

（Vt）求める。  

Vt ＝Vltl＋V2t2十………… ＋Ⅴ。t。   （㌦）  

Vl～V。：一流量封の値（㌦／分）  

tl～tn：読み取った流量に対応する時間（分）  

（4）簸じん終了直前の流量計の値を読み取少、終了時刻を記録する。 

なか、積算流量計の付属している集じん器では積算流量の値を読み取る。  

注（2）スタブレックスの流量は500～1，500ノン扮てある。  

注（3）喚じん中の空気の吸引量は大気中のじん壌塵の多少Kよって大きく変わる。  

捕姓時間は柵集陀よる折紙の目づまりKよって、純最が吸引初期の値の50％以下K低   

†、‾しない範囲．とする。  
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2．6 試料の処理方法  

（1）測定容器に直接詰める方法  

a）円形折紙  

所定量の大気を吸引した円形炉紙  

は、付着したじん壌を落とさないよう  

に注意して、折紙よわ少し大きい直   
㌔（4） 

径の測定容 （プラスチック製な  

ど）に入れ、プラスチック製の円板な  

第2．1図 測定容器への折紙試料の  

収納例  

どで押し込んで、一定体積になるよ  

うにして蓋をする。これをポリエチレン製フイルムで包む（第2．1図参照）。   

b）大型炉紙  

大気浮遊じんを捕集した大型炉紙は、じん壌の付着面を内側忙して一定寸   
（5）  

法忙なるよう忙折りたたみ、ポリエチレン製フイルムで包みシールナ  

（2）打ち抜き法  
往（6）  

大型炉紙をいくつかの円形に打ち抜く（第2．2図参照）。打ち抜いた炉紙は  

（1）a）の方法と同様に、測定容器忙詰めて刺定試料とする。打ち抜く径は、測   

定容器の大きさと標準線源の大きさによって決める。  

（3） 灰化法   

a）大気浮遊じんを捕集した炉紙（セルロース製炉祇など）は、じん瑛付着面  

を内側にして折りたたみ、磁製蒸発皿に入れる。   

b）電気炉に入れ、500℃で4～5時間灰化する。   

C）放冷後、灰試料を絵筆夜どを用いて容器に移す。  

旺（4）プラスチック製容器の代わりに直径50mmの放射能測定用試料皿（探さ6mm）を用いて  

もよい。  

江（5）標準崩源は折りたたんだ試料と同形のものを用意する。  

注（6）木または釦の台上て、コルクポーラーあるいは放射能測定用試料皿を用いて打ち抜いて  

もよい。打ち抜いた折紙を取りはずす時Kは試料がこぼれ落ちないようK注意する。  
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第2．2図 大型折紙の打ち抜きの例  

2．7 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採 取 機 関 名  

（2）採 取 著 名   

周）試 料 番 号  

（4）採 取 日 時   

（5）採 取 場 所  

（6）採 取 状 況  

（7）採 取 方 法  

（8J 吸   引   壷  

開始時刻～終了時刻  

設置場所及び周辺の状況、吸引口の高さ（緯度、経度）  

使用機器、折紙の種類、サイズ、枚数  

総吸引量、測定方法、吸引量の読み値と時刻   

t9）処 理 状 況   

吐け 処 理 老 名   

uリ 輸 送 状 況   輸送方法、試料の形態及び試料量など   

犯 その他参考事項   必賓ならば採取期間の天候を記入する。  

2．8 試料の輸送   

大気浮遊じんを捕集した炉紙はただちに分析・測定を行うことが望ましいが、輸   

送を才一fう場合には、ポリエチレン製菓にじん壌の付着面を内側忙折りたたんで入   

れテープその他でシールして輸送する。輸送に当たっては記録票の写しを添付す  
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る。  

大気浮遊じん記録栗（記載例）  

採取横関名   A研究機開   

採 取 著 名  ○山（⊃郎   

試 料 番 号   56 － A－1   

採 取 日 時  昭和56年3月10日～31日   

採 取 場 所   A市B町C番地 A研究機関屋上（地上高5m）（35038．5N、140010．5′E）   

採 取 状 況  

採 取 方 法  機器こハイポリウム・エ7サンブラー（ス？プレックスAPT－AエS型）  

炉紙：5種A、8xlO－14枚   

取  引  量   1806．8mさ   

処 三理 状 況  灰化温故：5000c 灰化時間：5時間   

処 理 著 名   ×山×助   

輸 送 状 況  灰  ポリエチレン製袋詰め   

その他参考事項   

3月10日分  

吸 

時3分  1。  m3  

10時3白倉 1．5  〝  3月18日  450 〝  

ll時38分 1．4   〝  3月23日  473 〝  

12時38分 1．2  〝  3月31日  438 〝  

13時38介 1．0  〝  計1806．8〝  

14時38分 1．0  〝  

15時38分 
一 
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第3章 降 下 物   

降下物とは、降水及び自然に地表に降下するじん挨をいう。   

降下物の放射能を測定する目的は、核爆発実験による放射性降下物、せたは原子  

力施設からの排気によって大気中に放出された放射性物質のうち、地表に降下する  

ものの降下量を知ることである。  

3．1試料採取量   
（1 

通常1か月間の降下物の全試料とする。   

全β放射能測定用には目的に応じて全量せたは一部を分取する。  

3．2 採取器  

（1）大型水盤  

試料採取には第3．1図のように71型大型水盤を用いると便利である。この  

水盤は従来使用されていた57型大型水盤を改良したもので、受水面積5，000  

cIげ深さ30cmのステンレス鋼製容器である。試料容器に・試料を受けやすくす  

るために、採水コックは水盤底面の中央に付けてあ少、試料の流出を円滑にす  

るため、水盤中央に向かって内部底面に教本の帝がある。寒冷地では、冬期に  

水盤内部の雪を解か したり試料が凍るのを防ぐために、パ・イブヒーク（100V、   

1．5kW）を用いる場合がある。パイプヒータは水盤のほぼ中央で、底に触れ  

ない程度に低く固定し、常に水に浸っているようにする。。スライダックを用い  

て必要以上に温度を上げないように調節する。  

（2ノ 全β放射能測定用試料採取器  

大型水盤が夜い場合はステンレス鋼、ガラス、ほうろう引き、7●ラスチック  

製夜どの′J、型容器を使用してもよい。試料の採取方法は大型水盤に準じる。  

3．3 採取川具及び容器  

（1）試料容器（目盛付きポリエチレン製バケツ）  

採水量に応じて数個用いると便利である。  

試料容器はあらかじめ水で十分忙洗浄しておく。  

（2）その他の器具  

拝（1）プルトニウム分析・測定用には大韓の降下物を必要とする。現在239puの降下量は   
：～か月間て0．4～4〃Ci／km2位のレベルであり、例えば受水両横1m‡の水鮭て、少な  
くとも3か廿以⊥の試料が必襲てある。  
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ゴム製ベラ、洗浄瓶夜ど  

3．4 設置場所   

水盤を設置するときには、立ち木や建造物の影響の少ない開けた平坦地を選び、   

水盤の底が水平綻をるように揺え付ける。都会などで地表に適当な場所がない麿   

で揉、建造物の平ら凌屋上に設置する。その場合法、煙突などの簿事物の影響の   

少ない場所に設置する。凰の強い地方や場所では水盤を乗せる枠の足をアンカー   

ボルトや重い石などで固定する。雨水の地面からの跳ね返少や舞ぃ上がった抄ぼ   

こわが水盤に入るのをなるべく少なくし、かつ水盤内面の洗浄を容易にするため   

に、水盤上線までの高濱は11n程度とする。  

3．5 試料採取方法  

（1）月の初日に、水盤に水を探さ1cm以上になるように入れておき、1か月間   
（2 

の降下物を受けの間水盤中の水は常に1。m以上の深さに保。ておく。  

（2）翌月の初日に1か月間の降下物を受けた試料全量を試料容器に移し、付着し  

たじん挨注ゴム製ベラなどでこすり取る。  

（3）水盤の内面を既知景の水て洗浄し、試料に加える。  

（4）試料全量の容量または重さをはかる。   

㈲ 大型水盤によ少採取された試料から全β放射能測定用試料を分取する場合   

は、十分に混合した後一定量を取る。なお、この場合核種分析表どによカ月間  

降下量を算出する際に分敬した量を補正する。  
注㈲  

（6）梅雨期または台風時に試料が水盤からあふれる恐れがある場合 には、少量  

を水盤内に残し、大部分を試料容器に移・し、容量または重さをはかれ 翌月の  

初日に採取する試料に加える。  

3．6 試料の処理方法  

（l）イオン交換樹脂吸着法：放射化学分析（彗Osr、137cs）用試料  
2ヰ 

。）試料にスト。ンチウム、セシウム担体混合溶液（10mgSrこ5mgCs  

m象）10m£を加え十分紅かき混ぜ大型折紙（‰2）で辞退する。  

b）炉液紘あらかじめ調製したNa型陽イオン交換樹脂カラム（弟3・2図）に  

流速約80m£／分で通し陽イオンを吸着させ、流出液は捨てる。  

c）試料全量を通し、陽イオンを吸着させた樹脂カラム法内容物がこぼれ葱い  

注（2）試料の採取期間は通常月の初日9時から登月の初日9時せてとする。月の初日が休日  

の場合托はその翌日9時とする。  

往く3）水盤から自動的にイオン交換料胎カラム陀試料を通す装置も開発されている。  
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ように蓋をする。  

d）辞退に用いた大型折紙（帖2）はじん味などの付着面を内側にして㌔～  

㍉  にをるように折少たたみ、ポリエチレン製袋に入れて袋口を折わ、ビニ  

ルテープあるいはポリエチレンソーラで密封する。  

i2j 蒸発乾固法  

a）全β放射能測定用試料の場合  

イ）試料に硝牽を数滴加え、適量ずつ蒸発皿（波製、径12cm）またはビー  

カーに移し、蒸発濃縮する。  

ロ）濃縮水と残留物凝ポリスマン、ピペットをどを用いて測定用試料皿（ス  

テンレス鋼製、径50mm、あらかじめ皿の重さをはかっておく）に移し、  

赤外線電球（100V、250W）下約15cmで蒸発洩擁する。  

ハ）もとの蒸発皿を硝酸（1＋99）で洗浄し、ポリスマン、ピペットなどを  
（4）  

恥て洗浄液を練わ返し剰定用試料皿に移し、蒸発乾出する  

ニ）重さをはか少、全β放射能測定用試料とする。  

b）㌻繚スベタトロメトリ用試料の場合  

イ）試料に硝酸を数隅々加え、大型蒸発仙（櫨製、径30cm）またはビーカー  

（5 8）に移し、200～300m£に蒸発鍵鰍する。  

ロ）濃縮した試料はビーカー（5001n£）忙移す。もとの大型蒸発皿をどはポ  

リスマンなどを用いて硝酸（1＋99）で洗浄し、洗浄液を試料に加える。  

ノウ 試料は20～30m£ まで渡擁し、r線スベクトロメトリ測定用試料容器  

に移す。ポリスマンなどを用いて硝酸（1＋99）で洗浄し、洗浄液を試料  

に加える。  
往（4）  

ニ）測定用試料容器を乾放蓄または赤外線電球を用いて蒸発乾固する。この  

際、高温による容器の変形に注意する。  

3．7 試料に執する記録   

下記の事項を記録し保存する。  

（l）採 取 機 関 名   

（2）採 収 著 名   

（3）試 料 番 号  

往く4き 測定用試料を輸送しない場合紘蒸発乾倒しないが蘭送する場合沈蒸発乾執する。  
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開始月日～終了月日  

設置場所及び周辺の状況、（緯度、経度）  

（4）採 取 期 間  

（5）採 取 場 所  

（6）水盤の受水面積  

（7） 降  水   量  

（8）採  取  量  

（9）処 理 状 況   

㈹ 処 理 著 名   

錮 輸 送 状 況   

¢オ そのイ也参考事項  

3．8 試料の輸送  

（5） 

月間降水（1。mの桁まで表示）、問い合わせ先  

試料量、洗浄水の量  

炉過方法、処理方法、担体添加量  

輸送方法、試料の形態及び試料量など  

必要ならば採取期間の天候を記入する。   

輸送する場合は樹脂カラム及び炉紙を入れたポリエチレ／製袋を水漏れや破損  

の凌いように梱包する。   

蒸発乾固法によ力演崩した試料については、その乾固物を適当な容器に移し、  

ポリエチレ／製袋に入れて密封し輸送する。輸送に当たっては記録票の写しを添  

付する。  

節3．1図 71型大型水恨  

拝（5）総降水鼠はもよりの気象観測機憫作問小合わせてもよい。  
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第3．2図 分離型イオン交換樹脂カラム  
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降下物記希寮（記載例）  

採取機関名   A研究機関   

採 取 著 名  ○山○郎   

試 料 番 号   56 － R－ 3   

採 取 期 間  昭和5ぞ年3月1日9時～4月1日9時 31日間   

採 取 場 所  A市B町C番地 A研究機関屋上（地上高5m）（35038．5′N140010．5′E）   

水盤の受水面積   5．000cm2   

降  水  量  月間降水量 101mm   

採  取  量  試料皇：49．5ヱ、 洗浄水量：2£   

処 三現 状 況  ’全β放射能測定用陀1・0ヱ分取   Sr担体100mg、C針担体50mg添加  

し、ぬ2戸紙で戸過、Dowex50vx8托吸着   

処 理 著 名  ○山○郎   

輸 送 状 況  カラム1本、河瀬2枚   

その他参考奉項  ○月×日 00国核爆発実験   
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第4章 降水（定時降水）  

降水とは定時降水をいい、第3章降下物とは区別する。毎日一定の時刻（通常9  

時）に降水を採取するところから「定時降水」の名で呼ばれる。降水を定時に採取  

する目的は、降水と共に地上忙降下した放射性物質の全β放射能を測定し、前24  

時間内の降水のおおよその放射能濃度を知ることにある。なお、核種分析などを  

行う場合には降水試料全量を用いるとよい。  

4．1 試料採取量  

前24時間内の全降水量を採取量とする。  

4．2 採 取 器  
江（1）   

降水試料甲採取忙は第4．1図に示すよう夜降水採取装置 を用いると便利であ   

る。この装置は金属製の円筒形採水器で受水器の口径が252mmになっており、   

降水量1mmで約50mヱの試料が採取できる。また受水器の口金部分の融雪と貯   

水瓶の保温用にヒーター（サーモスタット付）が装備され、寒冷地の使用や冬期   

間に雪を自動的に溶かすよう工夫されている。この装置忙よらない場合は受水漏   

斗と貯水瓶とを組合せた“デポジットゲージーlと呼ばれる市版の採取器あるいは   

ステノレス鋼、ガラス、ほうろう引き、アクリル製などの水槽（受水面積をあら   

かじめはかっておく。直径20cm以上の円筒容器で深さ按30cm 以上のものが   

必要）を用いて採取する。  

4．3 採取容器  

貯水瓶：ポリエチレン製またはガラス製で5ヱ以上の貯水容量のもの。  

4．4 設置場所   

採取装置を設置するときは周辺に立ち木や建造物などのない広い平担地を選び、   

受水面が水平になるように据え付ける。受水器の上線までの地上高は1m程度と   

し、芝地夜どで雨水の地面からの跳ね返りが受水器に入らないよう忙する。適当   

な場所がない所では建造物の平らな屋上忙設置する。また、風の強い地方や場所   

では装置をアンカーボルトや石などで固定する。  

4．5 試料採取方法   

貯水瓶は毎日一定の時刻（9時）に交換し採取するが、豪雨などで試料が採取   

時刻以前忙貯水瓶からあふれそうな場合には随時交換する。第4．1図以外の採取  

往（1）気象庁規隋忙よる。  
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器で雪を採取する場合忙は採取器を暖かな室内把持ち込み自然に溶かす。  

（1）採取した試料はよくかき混ぜた後、メスシリンダーで全量をはかる。  

（2）採取量が100mヱ以上の場合には、十分忙かき混ぜた後、試料の中から100   

mヱを（放射能の讐い場合には適当にこの量を増やす）メスシリンダ‾で剛、   
残試料は予備としてど－カー忙保存する。100mヱ以下の場合（降水壬1mm   

以下50m上前後でかつ測定可能な場合もある）には、その全量を試料としてメ  

スシリ ンダーではかる。  

（3）採取量が少ないときには、貯水瓶の内壁やメスシリ／ダー内忙ちりが残りや  

すいので、蒸発皿せたはど－カーに移すとき、少量の純水を用いて貯水瓶やメ  

スシリンダー内壁を洗い、これを蒸発皿忙加える。この洗浄水の量は採取量に  

は加えない。  

（4）採取が終わった貯水瓶は水道水をどでよく洗った後純水でゆすぎ、翌日の使   
（2）  

用に備えておく  

4．6 試料の処理方法  

（1）試料に硝酸を数滴加え砧製蒸発皿（またはど－カー）に移す。  

（2）蒸発皿は電熱器（ホットプレート）またはガスバーナーの上でピペットで吸   
江（3 

い上げられる程度（2～3mヱ）まで蒸発濃縮する弟4．2図）。  

（3）乾間作業には、a）赤外線電球下に置き上部から加熱する方法、b）電熱器   

（ホットプレート）上忙乗せて下部から加熱する方法があり状況忙応じていず  

れかの方法を用いる。  

a）赤外線電球を用レ、る方法  

第4．3図に示すように必ず電球（100V、250W）忙防護傘を取り付け、  

水平に置いた石綿板またはレンガ台の上に炉紙などを敷き、その上にあらか  

じめ洗浄した測定用試料皿を置き、約15em離した位置に電球を固定する。  

イ）濃縮した試料はどベットを用いて吸い上げ、一滴ずつ測定用試料皿中に  
（4）  

滴下し、皿の底にほほ全面に広がるよう忙する  

江（2）降水の有無忙かかわらず毎日一定の時刻（9時）忙受水器漏斗部の内面や導管忙付着しているち  

りを純水で洗い落としておく。特忙落ち忙くい付着物は、柔らかい布又はガーゼなどを用いこすっ  

て落とす。  

江（3）急激忙熱すると飛沫がとんだり蒸発皿忙析出物が付着するので注意する。蒸発皿の付着物は少量   

の純水を加え、ポリスマンでこすって落すが、焼付いた場合は硝酸を少し加えて溶かし、洗液など  

は試料忙加える。  
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ロ）試料皿中の水滴が乾ききらないうちに順次試料を滴下して行き弟4．4図  
（5）、（6）   

忙示すように蒸発乾固する   
（7） 

b）電熱（ホットプレート）を用いる方法  

ホットプレート上に石綿板（約1mm厚）またはガラス繊維製の炉紙を乗せ、  

その上にあらかじめ洗浄した測定用試料皿を置く。  

イ）濃縮した試料はどベットを用いて吸い上げ、一滴ずつ測定用試料皿中に  
（4）  

滴下し、皿の底にほほ全面に広がるようにする  

ロ）電熱器（ホットプレート）を600Cに調節し、しばらく加温する。  

ハ）測定用試料皿の水滴内部忙小さな気泡が生じたをらばどベットの先端で  

軽くこすって気泡を壊す。  

ニ）新た忙気泡が生じなくなれば、温度を徐々忙900C付近まで上げ、水滴  

が乾ききらないうち忙順次試料を滴下して行き第4．4図に示すよう忙蒸発  
（5）  

乾固する  

（4）（3）a）、b）の方法ともに試料の固定は皿の底面積全体（約9割）に拡がる大き   

さで平ら忙固定する㌘（8）また固形物が多く平面に固定することが難しい場合に  

は、測定用試料皿の中で固形物（塊）を湿潤させ、ガラス棒などで固定面が平   

担で一様な厚さ忙なるようにして乾固する。測定用試料皿は外側忙試料番号を  

記してデツケークー（シリカゲル人）の中に保存する。  

4．7 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

江（4）この操作では最初の一滴が固定面の広がり忙影響するので、皿の中央付近忙滴下し、続いて数滴  

を初めの水玉の中忙加え、箭4．4図忙示す大きさ忙する。このとき、水玉を余り大きくすると皿の  

側面忙付着するので注意する。  

江（5）1．5ベーージ、注（4）を参照  

注（6）唱球と測定用試料皿との距離が近すぎたり急激忙熱すると、試料が沸騰し飛散する結果を招いた  

り飛沫で唱球を破壊する恐れがある。乾固操作は常忙1000c以■Fで行い慎重忙調製する。  

旧7）電熱岩3（ホノトプレート）の性能  

簡単な操作で所定の温度忙素早くコントロールができ、プレート ヒ面が均一の温度忙保たれる構  

造でたけわhrならなレ、r，水ザ・が安定K保たれ任意の高さ忙固定されるものが望ましい。  

第4，4軽け二例ホしたもの虹直行約125m汀lのアルミニウム製プレートが一様忙加熱される構造で、  

配促設ラi三かハ／ドル形のダイヤル方式た採川してぉり乾固操作忙便利である。  

往（8）標準線漁の昭漕と同一－・ケ（二なる上う忙－す－る。  
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（1）採 取 機 関 名  

（2）採 取 者 名  

（3）試 料 番 号  

（4）採 取 日 時  

（5）採 取 場 所  

（6）水盤の受水面棟  

（7）犀 水  量  

（8）処 理 方 法  

（9）処 理 者一 名  

鋸I j輸 送 状 況  

設置場所及び周辺状況、（緯度、経度）  

注（9 
降水量J、数点1桁まで）、問い合せ先、採取量  

供試量、処理方法  

輸送方法、試料の形態及び試料重など   

桐 その他参考事項  必要ならば採取日及び採取前日の天候を記入する。  

4．8 試料の輸送  

原則として試料は輸送しなレ㍉ ただし輸送する場合は測定用試料皿に固定した   

調製試料とし、バラフイルムまたはポリエチレン製フイルムで包みシールする。  

輸送忙当たっては記録票の写しを添付する。  

江（9）降り初めと終わわはもよりの気象観測機関作問い合わせることもできる。  
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ポリスマン   

C＞＝三＝＞・－－   

ピペット  

第4．2図 濃縮操作用器具  

第4．1図 70A－H型降水採取装置  

第4．3図 測定用試料皿への固定   
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最初のl満を皿の中心  
阿漕下しさら托数滴加  
え図示のよう忙ほほ－一  

様に広げる。  

乾固中の状態  

第4．4図 測定用試料皿への固定  
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降水記録票（記載例）  

採取機関 名  A研究棟関   

搾 取 者 名  ○山○郎   

試 料 番 号  56－B－35   

採 取 日 時  昭和56年3月30日9時～3日31日9時   

採 取 場 所  A市B町0番地 A研究機関 屋上（地上高5m）（35038．ざN、14げ10．5′E）   

、水盤の受水面積  500 cm2   

降水量（採取量）  3．5nlm（148m且）   

処 理 状 況  100m止分取、赤外線電球下で蒸発乾固   

処 理 著 名  ○山○郎   

輸 送 状 況  

その他参考事項  
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第 5章  陸  水  

陸水とは一般的には地球上の循環水の一部であり、さらに氷雪、地表流水及び地  

表貯留水などに大別されるが、ここでは河川水、湖沼水、井戸水、上水のことをい  

う。せた、飲用に供される雨水（天水）も含む。なお、上水は源水と蛇口水（水道  

水）の2種類とし、源水は飲用として供されるために取水される水で浄化処理をう  

ける以前のものをいう。  

5．1 試料採取部位  

（1）河川水  
注（l）  注（2）  

一般には河川の流心部 を選び、表面水 を採取する。排水及び支流が流入  
（3 

採取地点   しているところでは、その合流点の下流で十分に混合している  

とする。河川増水時の濁流などの場合は原則として採取を見合わせるものとす   

る。  

（2）湖沼水   

一般には湖沼の中心部を選び、 注（4）河川の流入流出付近での採取は避け、その  
注（5）  

表面水を採取する。   

（3）井戸水  

その井戸（水）が通常の給水状態であることを確認し採取する。純粋夜帯水  
6）   

層の水を採取することは極めて困難であり、採取部位は考慮する必要は飢   

なお湧水及び地下水は井戸水に準じる。  

（4）上 水   

源水は取水口の中心部から採取し、 往け）蛇口水は家庭内などの水道蛇口から採  

荘（1）河川断面で最大流速の部分をいう。実際忙は肉眼でみて最も流れが速い部分としてよい。  

注（2）河川水のモニタリングは、特別な目的以外表面水でよい。  

荘（3）放出口から川幅の10倍の距離を目安として選定することができる。  

注（4）採取地点の確認忙ついては、比較的小湖沼などで目視忙より2万5千分の1地形図上忙地点を確  

認できる場合を除き、第17章海水忙記した試料採取忙おける位置確認の方法を準用する。  

注（5）湖沼水などの停滞水は、一般忙季節Kより上下水層の温度分布が異なる場合があるので、なるべ  

く温度差の少ない時期（春・秋）忙採取することが望ましい。  

注（6）井戸水忙ついて技採取条件（ポノブの仕様、採取探鹿など）が固定されているので、試料採取部  

位は考慮しなくてよいが、湧水を直接採取する場合忙ついては、採取目的を考慮し、採取部位を定  

める。  
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敬する。  

5．2 試料採取量   

全β放射能測定用には約2ヱ、放射化学分析用には20～100ヱ（通常10叱）   

を目的に応じて採取する。r線スベタトロメトリなどの機器分析用には通常40  

・～60£を採取する。  

5．3 採取用具及び容器  

（l）取手つきポリエチレン製バケツまたはひしゃく：流失、破損の恐れがあるの  

で数値用意する。  

（2）ローブ：棟の上などから採取する場合は十分な長さのものを用意する。  

（3）大型ポリエチレン製漏斗：試料容器の口に挿入できるものでなるべく太いも  

のを用意する。  

（4）塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）：あらかじめ試料の登托応じた必要  

量（試料水lヱ忙つき2mヱ）を試料容器ことに別々の小型ポリエチレン製瓶  

などに入れて用意しておくと便利である。  

（5）温度計  

（6）試料容器：ポリエチレン製容器（キユーピテーナーなど）で容量10、20且のものを必要  

個数用意する。容馳あらかじめ塩酸（1＋10）で洗浄した後、純水で洗浄し墓をしてかく。  

（7） 2方5千分の1地図  

5．4 試料採取方法  

（1）河川水  

a）ロープの一端をバケツの取手に結び付け、他端を橋、舟体、その他適当な  

ところに結び付けておく。   

b）バケツで水を採取㌔ミ8とれを用いてバケツ 、漏斗及び試料容器を2～3回  

洗浄する。必要ならば洗浄のための採水を練歩返す。  

e）洗浄したバケツで採取した水は漏斗を用いて試料容器に入れる。必要量が  

碍られるまで繰り返す。  

注（7）浄水場などで採取する場合常総、取水口での採取は車乗上不可能の場合が多く、水質粥登用の狩  

衣蛇uから採取する。  

掛8）流水の採収紘採取者の位毘より上流側の試料を採取するのが原則であるbただし、瑞上からの採   

水では、ローブが橋げた佗接触するのを避けるため、橋のF流側で行う。なか、橋脚忙よる渦流の  

影響を確けるため匠は、楠脚の中間で採取するのがよい。  
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d）採取後ただちに塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）を試料水1ヱにつ  

き2mヱ添加して密栓する。 
江（9）  

e）温度計を河川あるいは湖沼中忙直接浸すか、バケツに水を満たし、ただち  

に温度計を用いて水温を測定する。必要ならばpHも測定する。  

f）炉過などの処理は原則として行わず、炉過操作を行った場合忙は野幌ある  

いは記顛票忙明記する。  

（2）湖沼水  

表面水は（1）河川水に準じて行う。中底層水は第17章海水に準じて行う。  

（3）井戸水、上水  

a）井戸水は揚水管、配水管など内部に停滞している水を流し出す。  

上水の蛇口水はあらかじめ数分間放水する。  

b）放出中の水で漏斗及び試料容器を2～3回洗浄する。  

c）漏斗を用し1て試料容器に採取する。  

d）採取した試料はただち忙塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）を試料水   
（9）  

1ヱにつき2mヱ添加して密栓する  

e）バケツに水を満たし、ただちに温度計を用いて水温を測定する。必要をら  

ばPHも測定する。  

f）炉過などの処理は原則として行わず、炉過操作を行った場合忙は野幌ある  

いは記録栗に明記する。  

5．5 試料の処理方法  

第3章、3．6を参照のこと。  

5．6 試料に関する記卑  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採 取 機 関 名  

（2）採 取 著 名  

（3）試   料   名   水の種類  

（4）試 料 番 号  

注（9）放射性ストロ／チウム及び放射性セゾウム分析用試料は、イオン交換樹脂吸着法忙よ少試料水を  

演崩するため忙酸類は加えず、試料容器忙採取したまま密栓する。なか、放射性ヨウ素、トリチウ  

ム分析用試料水忙も酸は加えない。詳細忙ついては第20章トリチウム及び放射性ヨウ素を参照。  
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（5）採 取 日 時  

拇 採 取 場 所  地番、河川・湖沼・浄水場などめ名称、水栓名（番号）  

（緯度、経ま） 目標及び目標からの方位、距紘  

状 況   水臥 pH、川幅水深、井戸の深さ、井戸の毒の有無、試  

料の外観など  

井戸の場合はくみあげ方法  法
 
景
 
況
 
名
 
況
 
 

方
 
 
 
状
 
者
 
 

取
 
 理

 
理
 
 
 

取
 
 

採
 
採
 
処
 
処
 
 
 

㈱
 
㈱
 
㈹
 
掴
 
 

炉過の有無、酸及び担体添加（有無、種類、量）  

濃縮方法（蒸発法、イオン交換法など）   拍  

8う 調 製 者 名  

掴 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料量そど  

摘 その他参考事項  必要ならば採取日及び採取前日の天候を記入する。  

これらの他忙、特忙調査日的によっては河川の流㌔¢覧、せた採取試料に影響が   
ある場合忙は降水量などを調べて記入する。  

5．7 試料の輸送   

輸送する場合は樹脂カラム及び炉紙をポリエチレン製袋に入れ、水漏れや破損   

のないよう忙梱包する。   

蒸発乾園法により漁縮した試料については、その乾固物を適当な容器に移し、   

ポリエチレン製袋に入れて密封し輸送する。  

輸送忙当たっては記録票の写しを添付する。  

注㈹一 流巌剰碇車JISKO O94－1974（工業用水・ニⅠニ場排水の試料採取方法）を参照する0  

また流牒＝水位）観剰所で胡べてもよい。  
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陸水記録表（記載例）  

採取機関名   A研究機関   

採 取 著 名  （〕山（〕郎   

試  科  名  河川水   

試 料 番 号  56 －L－1   

採 取日 時  昭和56年3月31日 10時30分   

採 取 場 所  A市8川C庸中央部、（35045．2′N、14lO20．5′E）   

採 取 状 況  水温（180c）、pH（7．6）、水探（1．6m）、川崎（1±m）、  

少し濁わあタ   

採 取 方 法  バケツ採取革、表面水   

採  取  量   100£   

処 理 状 況  野邁なし、HC£（1＋1） 2mゑ／£添加   

処 理 著 名  ○山（〕郎   

調 製 状 況   20戚全豊蒸発乾固しU岬8容器へ、蒸発残蔭：畠．25g   

調 製 著 名  ○山（⊃郎   

輸 送 状 況  

その他参考事項  
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第 6 葦  土 壌  

土壌とは、岩石ぜたはその風化物に生物の働きが加わって生成されたものであり、広義  

では河底土、湖底土、海底士などの土壌も含むが、ここで法泉耕地及び末耕地の土  

壌をいう。土壌は組成的には粘土、ツルト、凱 石礫及び有機物の混合物からなる。  

従って大部分が粘土、砂あるいは石礫（径2mm以上）だけで構成されていたり泥炭  

土壌のようにほとんど有機物からなる場合もある。   

ここでは細士を対象試料とする（6．7（l）b）を参照）。   

単位面積当たわへの換算係数を求めるためには、採取面積、新鮮士重量、乾土重  

量及び乾燥紳士重量をはかる必要がある。  

6．1 採取場所  

通常その地域の地形（斜軌 平捜地妾ど）、土壌の種類、土地利用状況などの   

概況を予備調査、現地調査によって知り、農耕地土壌の場合紘作物の種類、肥培   

管理などを考慮に入れて、その地域を代表する土壌を選定することが必要である。   

末耕地土壌の場合は特に、′ト植物による植被があり、表面流出などによる侵食及   

び崩壊がなく、周囲控建造物及び人為的擾乱のない場所を選定し、採取すること   

が望ましい。  

農耕地土壌の採取時期としては、土壌条件による影響が作物の生育、収量など   

に特徴的に現われる生育後期から次期作物の作付けまでの期間がよい。末耕地で   

は特忙決める必要はないが、一般に植物の生育が止まった秋から冬忙かけて行う   

と作業しやすい。  

6．2 試料採取部位  

表層のほか、目的により表層以下の層からも採取する。  

6．3 試料採取量  

分析用、保存用などを含めて採取量按新鮮土として少をくとも2～3kg を必   

発とする。  

6．4 採取器  

（1）土壌採取器（可（内径5～8cm、高さ20cm）  

地表面から探さ20em程度を採取するもので弟6．1図（α）に示すよう忙、鋼管の  

トトが開いたものに取手が付けてあわ、円筒の先端には刃を付けて鋭くしてあ  

る。   

明 仁壌採取器（b）（内径5～8cm、高さ70～100cm）  
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第6．1図㈲麿示すようにk）と同じ太さの円筒の先端に特殊な刃を付けたもの  

で、（α）を用いてできた穴の中に差し入れて、回転させながら押し込み、採取す  

る器具で、主に下層土の採取に用いる。  

6．5 採取用具及び容器  

（1）検土杖：長さ100cm、鋼鉄製  

試料採取に先だって採取地点付近の土壌の予備調査に用いる。  

（2）ショベル、移植どて：穴据ゎ、土壌採取器の回収等に用いる。  

（3）ハン′・才一、■掛失（木槌）：採取器の打ち込みに使う。  

（4）巻尺、物差し（100cm）、ロー7●、荷札、割りばし：採取地点決定時忙用ぃ  

る。  

（5）その他：ビニール製シー ト、ポリエチレン製袋（厚手）、セロハンテー プを  

ど。  

（6） 2万5千舟の1 地形図  

6．6 試料採取方法  

採取地点数は農耕地土壌を対象とする場合は第6．2図に示すように107－ル   

当たり水田では5か所、畑では8か所（内4か所は畝、残り4か所は畝間）の   

割合で試料を採取する。ただし、既調査地ですでに土壌の状態がよく判っている  

場合は若干採取地点数を渡らしてもよぃ。また未耕地土壌では、長期にわたる採   

取に必要な面積を持つ場所を選び、採取地点数も農耕地土壌よわ多くすることが   

望せしレ、。  

（l）採取地点が設定されたならば、各地点忙一連番号を付し（荷札を割りばし忙   

つけて使用すると便利である）、その表面に散在する穏物遺体、木片をどを取  

り除く。  

（2）土壌採取器（α）を地点表面に垂直に射き、ハンマーか掛矢で目的の深さまで打  

ち込む。  

（3）ショベル、移植どて夜どにより、採取器を打ち込んだ深さまで、その外囲の   

土壌を注意深く戦わ除いて採取器を回収し、採取器内聞採取された土壌をポリ   

エチレン梨袋に入れる。  

（4）必要があれば、これに続く下層土も版次この方法陀より採取する。また土壌   

採取器（b）を用ぃて下層土を採取することもできる。  
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（5）沙質土壌の場合は採取器回収に際し採取器内に採取された土壌が滑り出す恐   

れがあるから、採取器の先端開口部を薄い鉄板か移植どてなどでふさいだ後、  

回収する。  

㈲ 各地点から採取した土壌（新鮮土）をポリエチレン製袋に入れて持ち帰り、  

重さをはかる（新鮮土重畳）。  

6．7 試料の処理方法   

粉砕、紹分など托用いる機器の種類及び一般的規格については参考1として巻   

末に付記した。  

（1）乾燥紳士の処理  

a）採取した試料はほうろう引きまたはステンレス鋼製のバットに広げ、指で士   
（ 

魂を崩し1050cに調節した乾漁着入れ十分匿乾放する。放玲後、重さを  

はかる（乾土重量）。  

b）乾県した試料は鉄製あるいは仏製の乳鉢などで軽く磨砕し、これを2mm  

のふるいでふるい分け、植物根、石礫などを取わ除く。これを〟乾魚種土、、  

と呼び、重さをはかる（乾蛛細土重量）。  

（2）縮分、粉砕の方法  

乾染織土は、次のいずれかの方法を用い鵜舟、粉砕する。  

a）乾燥紳士は大型ポリエチレン製袋に入れ、左右に振少混ぜ、あるぃはもむ  

様にL．て混合するか、混合機（Ⅴ型ブレンダーなど）を用いて混合する。  

b）縮分は次の方法のうちいずれかせたは併用して行う。なお詳細忙ついては参  

考1のJIS M－8100－1973（粉塊混合物のサンプリンタ方法通則）を参  

照のこと。  

イ）インクリメソト紹介  

乾燥紳士を清浄な木版、プラスチック板あるいはポリエチレン製シート  

をどに、正方形または長方形に厚さ15～25mmの一様敢層に広げ10区  

分以上に等分する。次忙インクリメソト用スコップ3D（約40m∠）を用  

いて各区分から1個ずつ採取する。（スコップは試料層の底部せで差し込  

み、当て板を用いて採取する）この操作を線わ返して約0．6kgまで軋桁分  

する。ただし各区分からの採取回数は同数としなければならなレ㍉  

鯉沼 j恒温乾煉器を用いると長時間を要ナる。熱風乾燥器せ用中る場合は徽細粒子が飛散しないよう托  

風景を調節する。  
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ロ）二分器忙よる方法  

6号みぞ幅6mmの二分器（JIS M－8100－19・73粉塊混合物のサン  

プリング方法通則）を用い約1kgまで縮分する。試料を通過させる場合は、  

付属のスコップに試料を一様の厚さに取り、二分器の幅一杯忙通過させ、  

かたよりのないよう忙する。  

ハ）縮分機忙よる方法  

カスケード型、スクリュー付漏斗型縮分機などを用いて約1kgまで縮  

介する。   

c）縮介した試料をただちに鉄製または砧製乳鉢あるいは各種の粉砕機（トッ  

プグラインダー、ディスクノミルベライザー、スタンプミルなど）を用いて  

250／上m以下に粉砕する。  

d）粉砕した試料は清浄なビニールまたはポリエチレン製シート上で反覆折り  

返し混合あるいは混合機（Ⅴ型ブレンダーなど）を用いて十分忙混合した後、  

分析・測定用試料として全量せたは必要量に分割し、ポリエチレン製袋  

または広口瓶に入れて密封し保存する。注（2）なお混合には広口ポリエチレン製  
瓶を用いて激しく手で振り混ぜることもできる。  

6．8 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採 取 機 関 名  

（2）採 取 著 名  

（3）試 料 番 号  

（4）採 取 日 時  

（5）採 取 場 所  地名、地番、（緯度、経度）  

（6）地形・地目 
注（3）  

ぐJ）土壌の種類 
注（4）  

（8）採 取 状 況  

（9）採 取 方 法  採取器の種類、採取した深さ、採取地点数   

㈹ 採   取  量  新鮮士重量  

注（2J長期間保存後忙分析を行う場合は、再度乾燥して用いるか一部試料を用いて水分を定量し補正を  

行う必要がある。  

注（3）地目：水軋 畑、樹園地（果樹園、鯛、茶園）草地、荒地、裸地。  
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掴 処 理 状 況   乾燥方法、乾士重量   

拍 処 理 著 名   

縛 調 製 状 況  ふるり分け方法、縮分方法、郡砕方法、乾県紳士重量  

（4桁表示）   

¢ヰ 調 製 著 名   

姻 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料豊など   

摘 その他参考事項  必要ならば採取日及び採取前日の天候を記入する。  

6．9 試料の輸送  

処理及び調製された試料はポリエチレン製の袋または広口瓶に入れ、破損する   

ことの凌いよ．うに梱包し輸送する。  

湿潤試料を輸送する場合は、特に注意して梱包する。  

輸送に当たっては記録票の写L．を添付する。  

勘4）土壌の種類二国土庁土地分類基本調査（1／20万）、農林水産省農産課所管のもと忙行われた   

地力保全基本調査（1／5万）等の土壌分類疫従って判定することが望ましレ、が、これが困難な場   

合は少なくとも、粘り卓も合や紗の含量の違ぃ綻よって紗賀、壌賞、粘償と綻分け、また材料の速い   

托よって太11j挟撃（非常に軽い七壌で、一般に表層技黒く、下層紘褐色である）と非丸山択薯綻分   

けるり また水【召経つぃて扶乾軋 半湿乳 湿田の逢ゎを明らかにしてかく。  
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（b）  （単位：mm）   

第6．1国  土 壌 採 ′取 器  
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第6．2図 試料採取地点設定の例  
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土壌記録粟（記載例）  

採取機関名   Å研究機閑   

採 取 著 名  ○山（〕郎   

試 料 番 号  5 6－←S－5   

採 取 日 時  昭和56年3月31日   

採 取 場 所  A県B町C番地 A県農業試験場（35巾38．5′N、140ナ10．5‘E）   

地  形  火山灰台地、平地   

地  目   裸 地   

土壌の 種類  黒色腐植土（火山灰質）   

採 取 状 況  

採 取 方 法  土壌採取器（a）二径5亡m、表層0－5cm、8地点   

採  取  量   3，490g   

処 理 状 況  乾燥温度：1050c、乾煉時間：1昼夜、乾土重量：3050g   

処 理 著 名  ○山0郎   

調 製 状 況  ふるい分け方法：2mmふるh、乾燥細土釜豊：2560g  

廟行方法：インクリメント縮分、粉砕方法：ポールミル   

調 製 著 名   

輸 送 状 況   約1kg、広口ポリエチレン製瓶詰め   

その他参考事項  
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第 7 葦 河底士、湖底土  

河底上 湖底＿上とは河川、湖沼の堆積物のうち、比較的粒直の細かいもの（径2  

mm以下）をいう。河底上を採取する目的は放射性降下物及び原子力施設からの排  

水忙よる放射性物質の蕃相の傾向を知るこ享であり、湖底土は長期にわたって徐々  

に蓄積されたものであるから、放射性物質の蓄積嵐の長期的な変動をつかむうえで  

重要である。  

7．1 試料採取部位  

目的忙よって異なるが、状況に応じてなるべく流動が少ない場所を選定してか   

く。  

7．2 試料採取量  

分析札 保存用夜どを含めて採取量は湿重量として少なくとも2～3kg を必   

要とする。  

7．3 採取器  

河底士の採取には、採取時忙おける河川の状況及び場所忙より使用する採泥器   

及び採取方法が異なる。  

（l）ドレッノ式採泥器  

18．3 （1）b）を参照のこと。  

′ト舟には巻き揚げ戦が夜いので手で操作できる′」、型のものがよい。  

（2） グラブ式採泥器  

18．3 （l）a）を参照のこと。  

スミス・マッキンタイヤ型は大型で穿く巻き揚げ機などが必要であるから′j、  

舟では使用でき左レ㍉ エクマノ・バージ  型は′J、舟を利用する河川及び湖沼で  

比較的少ない量の底土を採取するのに適する。エクマン・パージ型は箱形の採  

泥器で、底板（スナッパー ）が左右忙開いて、表層泥をそのませの形でつかみ  

取る様な構造忙なってぃる。この採泥器は湖底の様に流れの少ない所でツルト  

質の底士を比較的大量に採取する忙は最も適しているが、′j、石などが多い礫質  

の底士には適さない。  

（3） その他  

ひしゃく、スコ ップ（ショベル）  

7．4 採取用具及び容器   

り）試料容器ニポリエチレ／製集または広口瓶（2～3ヱ）、あらかじめ水で洗  
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浄しておく。  

（2） ローブ：水深の3～5倍の長さ、径10～15mm  

（3）たらい：ポリエチレン製平底、径40em程度  

（4）その他：移植ごて、麻ひも、はさみ、巻尺など  

7．5 試料採取方法  

（1）ドレッジ式採泥器把よる方法  

a）採花器にローブ（水際の3～5倍の長さ）を取り付け舟上から水中に落と  

し着底させる。  

b）ローブを伸ばしながら舟を移動させローブを伸ばしきったら舟をアンカー  

で固定させて、ローブを手でゆっく りと（毎秒約0．5m）たぐり寄せる。  

C）採花器を舟上に引き揚げ、試料をたらいに移す。  

d）静置し、上澄み及び異物を牒沌除き、試料容器紅移す。  

（2） グラブ式採泥器による方法  

a）採泥器にロープを戦ゎ付ける。エクマン・バージ塾ではメッセンジャーを  

使用するのでローブの径はメッセンジャーの孔径よ針細くする。   

b）側面のつわひもを引いて底板を左右控開きつりわくの掛け金に止め、 
酎Ik  

中に採泥器をつり Fげる。  

C）採泥器を静かに降ろし垂直に着底させる。  

d）ローブを張り、メッセシ／ジャーを降下させ採泥器の頂部をたたかせ、掛け  

金を外し、底土をつかみ取る。  

e）採花器を舟上に引き揚げ、たらい中に置き、底板をたらいに押しつけるよ  

うにして片方ずつ開き、掛け金をかけて採泥器を持ち上げる。  

f）静置し、」二澄み及び異物を取わ除き、試料容器に移す。  

（3）その他の方法  

水深の浅い比較的′j、さな川の盛土は、ひしヤく、スコップをどを用いて採取   

できる。ひしゃくは砂賀をはじめほとんどの底土を採取でき、スコップは柄の   

短いものを用いた方が操作しやすい。柄の長い大型ひしゃくを用いると、川岸   

からもすくい取ることができる。採取した底二l二は余分を水を捨て、異物（石、   

動植物片）を取り除き、試料容器に移す。  

注（1）操作を誤ると掛け金が外れて底板が閉じることがあわ、試料を取机七す際托は、採泥儲の中や底  

板の問把手を入れなレ、エラ化するり  
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7．6 試料の処理方法  

採取した試料はできるだけ早く処理する。粉砕、崩分など托用いる機器の種類   

及び一般的規格については参考1として巻末に付記した。  

（1）乾燥紳士の処理  

a）採取した試料ほ静置して上澄みを除くか、せたは大型プフナー漏斗恵どで  

辞退したのち、ほうろう引きまた紘ステンレス絹製のパットに広げる。  
注（2）  

b）1050Cに調節した乾晩器 に入れ十分に乾燥する。乾操器が使用できな  

いときは、赤外線電球下で乾燥してもよぃ。放冷後、重さを吐かる（乾土重  

量）。  

C）乾燥した試料は鉄製あるいは麓製の乳鉢をどで軽く磨砕し、これを2mm  

のふるいでふるい分け、石轢や異物を取わ除き、重さをはかる（乾燥細士重  

量）。  

（2）縮分、粉砕の方法  

第6章、6．7（2）を参照のこと。  

7．7 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。   

fl）採 取 機 関 名  

（2）採 取 著 名  

（3）試  科   名   

裾 試 料 番 号  

（5）採 取 日 時  

（6）採 取 場 所  河川、湖沼の名称、目標及び目標からの方位、距離、  

（繹変、経度）  

（7）採 取 方 法  

（8）採  取   

（9）採 取 状 況  

再 処 理 状 況  

湿重量、できれば採取回数  

水探、試料の外観など  

炉過方法、乾漁方法  

掴 処 理 著 名  

拍 調 製 状 況  ふるい分け方法、細分方儀、粉砕方法、乾染細土重量  

（4折衷示）  

¢尋 調 製 著 名  

掴 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料量をど  

注（2）33ページ、注ぐ2汝参照  
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㈹ その他参考事項  必要ならば採取日の天候を記入する。  

7．8 試料の輸送   

処理及び調製された試料はポリエチレン製の袋または広口瓶忙入れ、破損する   

ことのないよう忙梱包し輸送する。   

湿潤試料を輸送する場合は、特に注意して梱包する。   

輸送忙当たっては記録票の写しを添付する。  
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河鹿土、湖底土記録粟（記載例）  

採取機 関 名  A研究機関   

採 取 著 名  ○山○郎   

試  料   名  河底土   

試 料 番 号  56－RS－6   

採 取 目 時  昭和56年3月31‖   

採 取 場 所  A市B川C席上流100m右枠、（35045．2′ N、141020．5JE）   

採 取 方 法  河岸よりひしやくで採取   

採  取   量  約3kg   

採 取 状 況  川幅：5m、水深：lm、土質：ヘドロ質   

炉過方法：No．2 炉紙で吸引野過  
処 理 状 況  

乾燥時間：105℃、乾燥時間：1夜間、乾土重量：2050g   

処 理 著 名  ○山○郎   

ふるい分け方法：2m血ふるい、乾燥細土重量：1980g  
調 製 状 況  

締分方法：インクリメント締分 粉砕方法：トップグラインダー   

調 製 著 名  ○山○郎   

輸 送 状 況  乾燥細土約500g、広口ポリエチレン製瓶績め   

その他参考事項  
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第 8章 排 水  

排水とは、原子力施設、放射性物質取扱施㌔（l左どの操業に伴い放出される排水  
のうちすでに施設者の放出管理を離れたものをいう。  

8．1 試料採取量  

放射能レベルにもよるが全β放射能測定用、核種分析用などを含めて2～5上   

程度あればよい。  

8．2 試料採取場所  

排水放出口の構造は施設によ少異なり、放出管の先が海岸から突き出ていて先   

端の塔の中ほどから排水が落下しているもの、放出排水が広い排水溝を通ゎ河川   

のように流れているもの、集水ますを通って細い排水管の先から落ちているもの   

などがある。一般環境への放出ロで採取することが困難な場合忙は、排水溝の中  
注（2）  

途で施設の放出管理を離れた掃除孔などから採取することもある。   

8．3採取用具及び容器  
（3 

（1）バケツ：第8．1図に示すようなポリエチレンたはステルス鋼針くケ  

ツ。施設からの排水の流速が速い場合は、市販のバケツでは強度がなく採取す  

ることが難しし（。  

（2）ひしヤく：第8．2図に示す短い柄のついたステンレス鋼製のひしヤく、また  

は木の長い柄のついたひしゃく。  

（3）その他の器具  

漏斗（ステ／レス鋼製またはポリエチレン製）、ゴム製手袋、温度計、pH   

試験紙、ローブ（ロープはあらかじめ現地で採取できる長さ忙切って、バケツ  

注（1）原子力施設、放射性物質取扱施設とは、原子炉施設、核原料物質取扱施設、核燃料物質取扱施設  

及び放射性同位元素取扱施設をいう。  

江（2）施設の排水口は管理区域忙なっていて、試料採取の際忙は施設の構内を通らなければならない。   

地方自治体など外部の者が排水を採取する場合忙は、あらかじめ施設者の了解をとり、その都度施  

設者の立会のもと忙同時採取を行うことが望ましい。  

注（3）一般忙市販品はないので、手製か注文忙より以下の容器を作ると便利である。5且ポリエチレン   

製瓶の上部を切り取り、厚さ0．3～0．5mm、巾15mmのステンレス銅製板を瓶のふち忙沿って  

内・外側面忙それぞれ張り、放か所をリベットでjl二める。その下のポリエチレ／製部分2か所忙、  

ローブを結びつけるための穴を開ける。金属製またはビニール製の′くケツ虹つぶれたり破損しヤす  

く、ズック製のバケツは汚染の除去が難しいので使用しない方がよい。  
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に結びつけてかくと便利である）。  

（4）試料容器：2上のポリエチレン梨瓶で角型のものを用いると積載運搬上都合   

がよい。容器はあらかじめ塩酸（1＋10）で洗浄後、純水で洗浄し毒をして  

かく。  

8．4 試料採取方法  

（1）バケツによる方法  

ローブの一端をバケツの取手に結び付け、他端を付近の手すり、フックなど  

に結び付け、バケツを徐々に降ろし排水を採取する。  

a）発電所の排水は通常水量が多いので、バケツが躍って採取し忙くいが、落  

水の端忙バケツを触れるよう忙すると比較的容易忙採取できる。  

バケツ忙水が入ったら、バケツが．落水を離れるまでローブを引き揚げ、一バ  

ケツの振動が止まるのを待って再び一気に引き揚げる。  

採取した排水で試料容器を2′、一3回洗浄する。採取した排水は漏斗を用い  

て試料容器に入れる。  

b）排水が川状忙流れている場合は、バケツを徐々忙水面まで降ろし、ローブ  

を′トきぎみ忙数回横方向忙引張少排水を採取する。  

e）排水管、排水溝の中途にある掃除孔をどから採取する場合には、バケツを孔  

から徐々忙降ろし、底忙ついてもなおローブを延ばし、バケツが流されるの  

を確認し、適当なところでロープ●をたぐり寄せ排水を採取する。  

d）バケツ忙排水を満たし、ただちに温度計を用いて水温を測定する。必要な  

らばpH も測定する。  

（2）ひしヤくによる方法  

a）干潮時など排水が直接砂浜に落ちて落水に近づくことができる場合忙は、  

柄の長いひしヤくで直接採取する。また放出量の少ない′ト規模施設からの排  

水は、落ち口または集水ますから第8．2図に示す柄の短いひしゃくで採取す  

ることもできる。  

b）バケツに排水を満たし、ただち忙温度計を用いて水温を測定する。必要な  

らばpH も測定する。  

8．5 試料の処理  

炉過夜どの処理は原則として行わず、炉過操作を行った場合には野帳あるいは   

記録票に明記する。   

採取した試料は左だち忙塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）を試料水1ヱ  
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につき2mヱ添加して密栓する。 
住（4）  

8．6 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（l）採 取 機 関 名  

（2）採 取 著 名  立会人がある場合は立会人名  

（3）試 料 番 号  

（4）採 取 日 時  

施設排水口名（緯度、桂皮）  （5）採 取 場 所  

（6）採 取 方 法  

（7）採  取  量  

（8）採 取 状 況  

（9）処 理 状 況  

㈹ 処 理 者 名  

掴 調 製 状 況  

㈹ 調 製 著 名  

拍 輸 送 状 況  

掴 その他参考事項   

水温、pH、試料の外兢  

炉過の有無、酸の添加（有無、種類、豊）  

供試量  

輸送方法、試料の形態及び試料豊など  

必要在らば採取日の天候を記入する。  

8．7 試料の輸送  

原則として試料は輸送し査レ㌔ ただし輸送する場合吐試料がこぼれなぃことを   

確かめ、段ボール箱など忙詰めて輸送する。  

輸送に当たっては記録票の写しを添付する。  

江（4）放射性ヨウ素、・トリチクム分析用陀仏酸は加えなぃ。（詳細腫ついては第20章トリチクム及  

び放射性ヨウ素を参照）  

－46－   



ステンレス鋼板  

トー160－－」 （糀‥mm）  

第8．2図 ひしゃく  第8．1図 ハ   ケ   ツ  
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排水記録弟（記載例）  

採取機関名   A研究機関   

採 取 著 名  △山X推 立会人 ○本×郎（C電力環境課）   

試 料 番 号   56－WW－7 

採 取 日 時  昭和56年3月31日 11時20分   

採 取 場 所  A県B村C電力第3発電所 荊1排水口 （35045．2′N、141020．5′E）   

採 取 方 法  特製ポリエチレン製バケツ忙よる採取   

採  取  量   2ゑ   

採 取 状 況  水温250c pH7．6   

処 理 状 況  HC£（1十1）2m£／且添加   

処 j登 著 名  ∠ゝ山X雄   

調 製 状 況   1．00且 硫化コバルト共沈法   

調 製 著 名  ∠ゝ山×雄   

絵 送 状 況  

その他参考事項  定期点検中、放水量少   
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第 9章 穀  類  

食用作物のうち、特にその子実を食穏に供する目的で栽培されている作物として  

米（水稲、陸稲）、麦類（大麦、小麦、エソ麦、ライ麦など）のほかトウモロコシ、  

キビ、7ワ、ヒエ、ノバなどがあげられる。これらの作物の作付面積や子実生産量  

は種類により、ぜた年次や地域により著しく変動する。穀類のなかで米麦は代表的  

な末穀類で、その他の末穀煉や雑穀頬など托比べると食棟として主要な位置を占め  

てlハる。   

米麦等穀類千葉の試料採取は原則として収穣期忙行う。試料採取及び処理につい  

ては農協をどに依頼してもよレ㍉その際には試料に関する記録搾ついても依頼する。  

自ら採取する場合は草刈少による方法が横行的であるが、機械刈わによる場合もあ  

るので、雨着を紹介する。ここで紘穀類のうち米麦の子実控ついて試料の採取方法  

と調製方法を述べる。   

9．1 試料採取対象  

子葉（可食部）を対象とする。   

鼠2 試料採取量  

分析用．保存用濠どを含めで精もみ試料として10kg程度とする。   

9．3 試料採取用具及び容器   

（1）手刈りによる方法  

a）刃物：刈り取り専用または普通のかせ  

b）紳縄：刈わ取った作物体を束ねる（麻ひも、ビニールひもなど）  

c）風乾用具：地干しにする場合はむしろ、どざ（ビニールシー ト、防水用  

シートなど）、架干し托する場合は丸太棒、竹ざお（太めの針金かひも類）  

d）試料容器：木綿、麻、ビニール製の袋   

（2）機械刈りによる方法  

バインダー式ハーベスタ蜘またはコンバイン式ハーベスター  

イ）バインダー式ハーベスター搾よる場合は専用のひも（ビニール製、麻な  

ど）と上記rl）e）、d）が必要。  

ロ）コンバイン式ハーベスター 忙よる場合は子実を収納する専用袋のほか上  

記（1）d）が必要。   

9．4 試料採取方法   

（1）芋刈りによる方法  
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生育が平均的とみられる場所を敷か所選び、その一定面棟（たとえば5m2）  

上の作物体を全部刈り取る。  

刈り取った作物体は両手で振れる程度の大き蔓忙して、それぞれ紳縄で束   

ねたうえ、刈努取少現場か、持ち帰ってむしろせたはビニール製シー ト上托   

重なら凌いよう把広げて乾かす（地干し）。あるい姥丸太様などを用レゾて束   

ねた作物体をつるして乾かす（架干し）。十分風乾させたのち、回転式脱穀  

機により脱穀処理し適当なふるいを用いてき上う雑物を取り除き、子実のみ  

を集める。  

（2）機械刈少忙よる方法  

バインダー式ノ‥、・－－ベスターにエるときは、あらかじめ生育が平均的とみら  

れる場所を敷か所選定しておき、刈少取ゎが全部完了したのち選定場所から   

作物体を採取する。手刈法綻準じて風乾、脱穀処理し子葉のみを集める。コ  

ンバイン式ノ、－べスター忙よるときは、子実が直接袋詰めの状態で得られる  

ので、刈わ取りが完了した後各袋から子葉を一定量取少出し寄せ合わせる。  

きエう雑物を取り除いた後、むしろかビニール製シート忙広げて十分風乾さ  

せる。  

9．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製  

（1）試料の処理  

a）風乾した子実はさらに熱風乾晩器にエり60－70℃で、1－2昼夜乾燥  

する。  

b）水稲と陸稲の子実技さら忙もみすわ機で処理してもみ穀を取わ除いて粗  

玄米とし、さら陀米選機を通して青米、破砕米などのくず米を取努除いて  

樗玄米にする。  

精白米を試料とする場合は、精玄米を精米機忙かけて歩留わ90節の精白  

米托する。  

e）麦類の子葉は脱穀後、きょう雑物を取少除き、選麦し、得られた玄麦を  

試料とする。  

（2）分析・測定試料の調製  

a）試料は重さをはかり、ほうろう引きまたはステンレス鋼製のパット忙広  

げ、1050Cに調節した乾燥器に入れ十分綻乾焦する。故玲後重きを披かる。  
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b）乾燥試料は磁製蒸発皿またはステンレス鋼製なべ等に入れ、ガスパー ナ  

注（1）  
ー、電熱器などでゆっく り炭化する。  

e）炭化試料は払製蒸発皿に移し、電気炉に入れ5000cで48時間灰化する。  

d）放冷後、灰試料は砲製またはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0・35mm  

程度のふるいを通し、異物を取り除き重さをはかる。  

e）試料はポリエチレン製袋に入れ、手で十分忙振り混ぜた後、密封し保存  

する。  

9．6 試料K関する記録  

下記の事項を記希し保存する。   

（1）採取機関 名   

（2）採 取 著 名  

（3）試  料   名  

（4）試 料 番 号  

（5）採 取 日 時  

（6）採 取 場 所  

（7）採 取 圃 場  

品種名  

地名、地番、所有者名、（緯度、経度）  

全面積、採取面積、土壌の種類、単位面積当たりの  

収量  

播種の時期と方法、栽培方法、施肥条件、作物の生  

育良否、病害虫忙よる被害の有無  

依頼した場合は依頼先名  

精もみ重量など  

脱穀、鴇精方法、精白米重量、精麦重量（4桁表示）  

（8）栽 培 条 件  

（9）採 取 方 法  

qO 採取音（購入巌）  

（川 処 王里 状 況  

8a 処 理 著 名  

拍 調 製 状 況  乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など、調製後の  

重量（4桁表示）  

84 調 製 著 名  

㈹ 輸 送 状 況  

㈹ その他参考事項  

輸送方法、試料の形態及び試料量など  

必要在らば採取日の天候を記入する。  

江（1）直接電気炉て炭化と灰化を連続して行ってもよい。  
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9．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料せたは灰試料で行う。この時包装が破損することの   

ないように梱包する。  

輸送に当たっては記録幕の写しを添付する。  
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穀類採取記録票（記載例）  

採取機関 名   A研究機閥   

採 取 著 名 「）山（⊃郎   

試  料  名   水稲、子雫  品種：こしひかり   

試 料 番 号   56－C－2   

採 取 日 時   昭和55年9月5日   

採 取 場 所   A市B町C鶉地 00方（35038．4′N、140010．6′E）   

採 取 閲 場   全面積：937m2  

採取面積：5m2×6か所＝30m2  

黒色腐植土（乾田）  

子実収蜃（精玄米重量）：0．48kg／m2   

栽 培 条 件   播種時期：4月10日  方法：箱育苗  

栽培方法：機械移植 移植時期：5月上旬  

施肥条件：基肥 窒素（N）：4kg／10a リン（P205）：6kg／10a  

カリ（K20）：5kg／10a  

追肥 窒素（N）：3kg／10a カリ（K20）：Okg／10a  

生育中斯に日照不足で生育はやや遅延、Ⅷ場一部忙病害発生したが後期は  

生育良好   

採 取 方 法   バインダー式機械刈り取り   

採取量（預入皐）   精もみ   9．080kg採取   

処 理 状 況   脱穀・精玄米にした後、精白米（歩留り90帝）とする。  

精玄米重量：7・230kg  

精白米重電：6．510kg   

処 理 著 名   （’）山○郎   

調 製 状 況  

調 製 著 名  

輸 送 状 況   精白米5．00kg、ビニール袋詰め、段ボール箱梱包   

その他参考事項  
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第10葦 野 菜 類  

野菜類はその栽培形態も千差万別で種類が多いが、ここでは一般忙あるいはその  

地方忙おいて比較的摂取量が多いもの、作付面積の多いものを対象とし、施設栽培  

忙よる野菜類は原則として対象としなレ㍉ 野菜類の分類忙はいくつかの方法がある  

が、ここでは葉菜類（ホウレンソウ、ハクサイ、キャベツなど）、果菜類（トマト、キ  

ュウリ、ダイズなど）、根菜類（ゴボウ、ニンジン 、ダイコンなど）及びいも類け  

ッマイモ、ジャガイモ、サトイモなど）忙分ける。また試料採取時期は原則として  

収穫期忙採取するが、調査目的によっては収穫期以前忙採取する場合もある。  

10．1 試料採取部位  

食用に供される部分（葉、果実、根茎など）  

10．2 試料採取量  

分析用、保存用などを含めて新鮮物として10kg程度とする。未熟ダイズな  

ど豆類忙ついては5kg程度とする。  

ハクサイ、キャベツをどの結球性葉菜、カボチャなどの大型果菜、ダイコン  

などの大型根菜は1個当たりの重さが大きいので、採取量忙こだわらず少夜く  

とも10個体を採取する。  

10．3 採取用具及び容器   

（1）刃物：包丁、かま、はさみなど   

（2）耕作用具：くわ、スコップなど   

（3）容器：かど、ポリエチレン製またはビニール製袋  

10．4 試料採取方法   

（1）非結球性の葉菜（ホウレンソウ、コマツナなど）、並び忙小型の果鼠根菜及びいも類  

圃場中央部の生育が平均的とみられる場所を数か所選び、その畝の一定距  

離（たとえば1m）忙生育している作物全部を採取する。   

（2）結球性の葉菜（ハクサイ、キャベツなど）、並び忙大型の果菜、根菜及びいも類  

個体差が大きいので、便宜的忙圃場中央部の生育が平均的とみられる場所  

を10か所選び、各場所から平均的夜大きさの個体を選んで採取する。  

10．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製   

（1）試料の処理  

a）葉菜類  

採取試料は士を取り除き水洗した後、ざるで水切りをしたりしで脱水す  
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る。注（1）根部は切り捨て、ホウレンソウはひげ根を取り除く。結球性の  

ハクサイ、キャベツ妾どは、外側の葉や食用陀供され凌い芯を敬わ除き、  

重さをはかる。結球性で特躍個体が大きな場合は、四分法（4等分して相  

対する2区分を取る）忙よって必要量を分取する。   

b）果菜類  

採取試料は水洗した後、ぎるで水切カをしたり水分をふきとるなどして  

脱水する。食用忙供され浸いへたをどの部分はすべて取り除き、重さをは  

かる。  

未熟ダイズ、未熟ノラマメなどは外皮（さや）を取わ除き、子実のみを  

試料とし、遷さをはかる。 カボチャなど大型果菜は食用忙供され凌い芯及  

び種子を敬わ除き、重さをはかる。特終個体が大き恵場合は、四分法（4  

等分して相対する2区分を取る）忙よって必要量を分取する。   

c）根菜類  

採取試料は士を戦ゎ除き、根部と茎葉部とに分ける。  

根部は水洗した後、水分をふきとり、ひげ根を取り除き、外皮も食用  

とする場合はそのまま、食用としない場合は皮をむき、重さをはかる。   

d）ぃも類  

採取試料は水洗して土を取り除き、水分をふきとる。  

外皮も食用とする場合はそのせせ、食用としをい場合は皮をむき、重さ  

をはかる。  

（2）分析・測定試料の調製   

a）液状試料とする場合  

試料は包丁で適当夜大きさ綻切わ、ミキサー、ホモソナイザーなどを用  

いてジュース忙して測定容器に詰め、重さをはかる。ジュース忙・し忙くい  

試料（葉菜、いも類など）は一定容量の水を加えてジュースにする。腐敗  

防止のために37釘のホルムアルデヒド溶液を1ゑ当たわ10～20mヱ加  

えてもよい。長期保存する場合は冷凍保存がよい。   

b）竜燥試料とする場合  

イ）試料はほうろう引きまたはステン′t／ス鋼製バット陀、葉菜は葉を1枚  

園1）細かい網袋に入れ洗たく機の脱水機を用いて、青汁が出ないように時間を調節して、脱水す  

る方法が使利であ去。  
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ずつはがし、根菜、果菜、いも類は包丁で薄く切少、一様陀広げる。  

ロ）試料は乾燥器に入れ、徐々に昇温し105℃で乾燥する。放冷後、重さ  

をはかる。  

／う 乾燥試料は乳鉢、ミキサー、ウィレ一式粉砕器などを開いて粉砕する。  

ニ）混合機を用いるか、ポリエチレン製の袋または瓶に入れ手で振り混ぜ  

て、十分忙混合する。試料はポリエチレン製袋または広口瓶に入れて密  

封し保存する。  

c）灰試料とする場合  

イ）試料を縫製蒸発皿またはステンレス鋼製夜べ等忙入れ、ガスバーナー、  

電熱器をどでゆっくり炭化する。 琵（2）  

ロ）炭化試料は麓製蒸発皿に移し、電気炉忙入れ5000（つで48時間灰化す  

る。  

ノウ 放冷後、灰試料は縫製またはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0．35  

mm程度のふるいを通し、砂粒夜どの異物を取り除き、重さをはかる。  

⇒ 試料はポリエチレン製袋忙入れ、手で十分に振り混ぜた後、密封し保  

存する。  

10．6 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採取機関 名  

（2）採 取 著 名  

（3）試  料   名   品種名  

試 料 番 号  

採 取 日 時  

採 取 場 所  

｝
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ヽ
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，
－
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｛
 
 
′
し
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地名、地番、所有者名、（緯度、経度）  

全面積、採取面積、土壌の種類、単位両横当たりの収  場
 
 
 

囲
 
 
 

取
 
 
 

採
 
 

栽
 
 
 

）
 
 

8
 
 

（
 
 

条 件  播種時期と方法、栽培方法、施肥条件、作物の生育良  

否、病害虫忙よる被害の有無  

桝 採 取 方 法  依頼した場合は依頼先名、立会人名  

80 採取量（購入量） 重量（4桁表示）  

江（2）直接電気炉で炭化と灰化を連続して行ってもよい。  
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錮 処 理 状 況  分割方法、採取部位、水洗方法、脱水方法   

血力 処 理 著 名   

個 調 製 状 況  乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など  

調製後の重量（4桁表示）   

㈹ 調 製 著 名  

（15 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料量左ど   

㈹ その他参考事項  必要ならば採取日の天候を記入する。  

10．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料せたは灰試料で行う。この時包装が破損することの   

ないように梱包する。  

採取した試料をそのまま輸送する場合は、上記と同様忙梱包し、できるだけ   

速い方法で輸送する。輸送に当たっては記録票の写しを添付する。  
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野菜類記録栗（記載例）  

採取積関名   Å研究機関   

採 取 著 名   ○山○郎   

試  科  名   ホウレンソウ  品種：深みどり   

試 料 番 号   56－V－4   

採 取 日 時   昭和56年5月6日   

採 取 場 所   A市B町C垂地 00方、（350認．4′N 140010．6′N）   
－■■－■■－  

採 取 閻 場  全面撹（10a）採取面積（10m2）   

栽 培 条 件   春せき（昭和56年3月10日）黒色土壌、生育良  

施肥 ・窒素㈹：15kg／10a リン（P205）：10kg／10a  

カリ（K20）：15kg／10a   

採 取 方 法   00方托依頼  立会人：○山○郎   

採取量（購入量）   10．00kg 採取   

処 理 状 況   根部除去、水洗、処理後の重量：7・500kg   

処 理 著 名   ○山○郎   

調 製 状 況   乾燥温度：105℃（熱風乾燥恕）、灰化温度：500℃、灰化時間：48時間  

灰重量：112．5g（灰分1，50車）   

調 製 著 名   ○山○郎   

輸 送 状 況   灰100・Og  ポリエチレン製戎詰め   

その他参考事項  
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第11葦  茶  

茶はその製造方法の違い忙より不発酵茶（緑茶、荒茶）釦）、半発酵茶（ウ一口  
／茶）、発酵茶（紅茶）など忙大別されるが、これらのうちで不発酵茶の原料であ  

ら生葉及び生産地が明らかな荒茶を対象試料とする。試料採取及び処理忙ついては、  

生産者に依頼してもよい。その際には試料に関する記録忙ついても依頼する。  

11．1 試料採取部位  

芽及び葉（飲用忙供される部分）  

11．2 試料採取量  

分析用、保存用などを含めて採取量は生業の場合は約5kg、荒茶の場合は1  

～2kgとする。  

113 採取用具及び容器   

（1）■刃物：手ばさみ、動力摘採機   

r2）容器：かど、ポリエチレン製袋左ど  

11．4 試料採取方法   

（1）生   葉  

a）手摘み   

通常新芽の一心三業摘み（第11．1図） 
生長点・－、、 

、  

を行う。この採取方法は生長点（心）を含  

む上位三乗までを摘む方法であるが、実際  

忙は着芽位置、萌芽期、生育状態が一定で  

ないため、一様な新芽を得ることは困難で  

ある。その差を少なくするため忙は、同一  

茶園内で広範囲にわたり可能な限り多数採  

取する。試料は幅20cmの帯わく摘み（畝  

方向忙直角忙摘採面をおく）忙より採取す  

る。   

bノ はさみ摘み  

－－－一一 摘採位置  

第11．1図 茶葉の摘採位置  

一様な新芽を得る困難さは手摘みの場合と同様であるが、l区画を9m2と  

注（1）荒茶とは茶葉を牡産地の荒茶工場で加工した半製品をいう。荒茶の製造方法は生葉を最初  

95凸cて1分間熱処押したのに熱風乾燥器（60～70－qで7～8時間乾燥する。  
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し3～6か所で採取する。採取した茶葉は四分法など忙よって分取する。  

（2）荒茶（通常せん茶）  

生産地、採取条件などの明らかな荒茶を製造工場から入手する。  

11．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製  

（1）乾燥試料とする場合  

a）採取した試料は重さをはかわ、ほうろう引きまたはステンレス鋼製バッ  

ト柁広げる。  

b）試料は乾燥器に入れ105℃で乾燥する。放玲後、重さをはかる。  

e）乾燥試料は乳鉢、ミキサ｝、ウイレ一式粉砕器などを用いて粉砕する。  

d）混合機を用いるか、ポリエチレン製の袋せたは瓶把入れ手で振少混ぜて、  

十分に混合する。試料はポリエチレン製袋または広口瓶陀入れて密封し保  

存する。  

（2）灰試料とする場合  

a）採取した試料は重さをはかり、縫製蒸発皿せたはステンレス鋼製竜べ等  

に入れ、ガスバーナー、電熱器などでゆっくり炭化する禁（2〉  
O   b）炭化試料は砲製蒸発皿忙移し、電気炉忙入れ500（）で48 時間灰化する。  

c）故玲後、灰試料は縫製またはガラス製乳鉢を用いて嘩く磨砕し、0．35mm  

程変のふるいを通し、異物を取り除き、重さをはかる。  

d）試料はポリエチレン製袋に入れ、苧で十分陀振り混ぜた後、密封し保存  

する。  

11．6 試料忙関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採取機関 名  

（2）採 取 著 名  

（3）試  料   名   品種名  

（4）試 料 番 号  

（5）採 取 日 時  

（扇 採 取 場 所  地名、地番、所有者名、（緯度、経度）  

（7）採 取 圃 場  全面積、採取面積、土壌の種類、単位面積当たりの収  

注（2）直接電気炉で炭化と灰化を連続して行ってもよい。  
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（8）栽 培 条 件  播種時期と方法、栽培方法、施肥条件、作物の生育良  

否、病害虫による被害の有無  

（9）採 取 方 法  依板した場合は依頼先名   

8Q 採取量（購入量） 電量（4桁表示）   

8や 採 取 部 位   

た3 処 理 状 況  製造条件、製造者名   

凋 調 製 状 況  乾燥や灰化方法及び条件、麿砕方法など、調製後の重  

竜（4桁表示）   

摘 調 製 著 名   

鵬 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料量など   

凋 その他参考事項  必要ならば採取日の天候を記入する。  

11．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料せたは灰試料で行う。この時包装が破損することの   

ないよう忙梱包する。  

生業試料のまま輸送する場合は、上記と同様に梱包し、できるだけ速い方法   

で‘輸送する。  

輸送忙当たっては記録葉の写しを確付する。  
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茶記録票（記載例）  

採 取 機 関 名  A研究機閑   

採 取 著 名  （〕山○郎   

試   
料   名  茶芽、品種：やぶきた   

試 料 番 号  56－T－10   

採 取 日 時  昭和56年6月1日   

採 取 場 所  A市B町C番地 A県茶業試験場、（35038．4／N、140010．6′ E）   

採 取 圃 場  作付面積10a   

樹令10年、施肥 窒素（N）：80kg／10aヰ∴リン（P2P5）：30kg／10aヰ、  
栽 培 条 件  

カリ（K20）：40kg／10a・年 赤色土壌   

採 取 方 法  Å県茶業試験場に依頼   

採取量（購入量）  2．Okg購入（荒茶2050g）   

採 取 部 位  一番茶の荒茶   

処 埋 状 況  荒茶製造   

処 理 著 名  A県茶業試験場   

灰化温度：500℃、灰化時間：48時間、乳鉢で磨砕、灰重量：10臥5g  
調 製 状 況  

（灰分54％）   

調 製 著 名  ○山○郎   

輸 送 状 況  灰100g、広口ポリエチレン製瓶詰め   

その他参考事項  
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第12章  牛  乳   

ここでは、母牛からしほりとったままの原乳と、殺菌や脂肪の均質化などの加工  

を施し、値接飲用を目的とした市乳及び水分を除き粉末状忙した粉乳を対象とする。  

をおバクーやチーズ、7イスクリームなど、いわゆる乳製品忙ついては除外する。  

12．1 試料採取量  

分析用、保存用をどを含めて採取量は生乳の場合は約5ヱ、粉乳の場合は1  

～2kgとする。  

12．2 採取同異及び容器   

（1）容 器；ポリエチレン製瓶（5ヱ）   

（2）試 薬；37帝ホルム7ルデヒド溶液  

12．3 試料採取方法   

（1）原  乳  

母牛からしぼりとった牛乳は通常バルククーラー 注Ⅲに移され、冷却して  

かき混ぜながら保管されている。従って均一になっているので、その中から  

採取する。  

バルククーラーが貴く、乳缶に分注されているときは、乳缶を選びよくか  

き混ぜてから採取する。またある個体牛を対象とする場合は、その牛乳を一  

旦容器に集め、よくかき混ぜてから採取する。   

（2）市  乳  

工場または販売店から同一ロットのものを購入する。   

（3）粉  乳  

工場または販売店から同一ロットのものを購入する。  

12．4 分析・測定試料の調製   

（1）原乳または市乳をそのせせ試料とする場合  

a）採取した試料の容量をはかり、ビーカー（5ヱ）あるいはポリエチレン  

製バケツ忙移し、37帝 のホルムアルデヒド溶液を1ヱ当たり10～20mヱ  

加えかき混ぜる。  

b）一定容量を分取し、測定容器忙詰め試料とする。   

（2）灰試料とする場合（原乳または市乳）  

拝（1）金属製の大きを容器（300～3000上程鹿）で牛乳を冷却かき混ぜ夜がら貯蔵する装置。  
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a）採取した試料の容量をはかわ、試料を砧製蒸発皿托移す。一度托移し切  

れない時は蒸発して減量するたび忙入れ足す。  

b）ガスバーナー、電熱器などで加熱し蒸発濃縮する。加熱中は、時々ガラ  

ス樟孜どでかき混ぜる。  

e）量が少なくをれば、突沸しないように加熱を弱めてガラス樟でかき混ぜ  

る。  

d）試料が水アメ状忙なれば、できるだけ加熱を弱め常時かき混ぜをがら炭  

化する。   

。）炭化試料は電気炉に入れ5000cで48時間灰化する。  

f）放玲後、灰試料は砲製またはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0．35mm  

程度のふるいを通し、異物があれば敬わ除き、重さを接かる。  

g）試料はポリエチレン製袋忙入れ、手で十分忙振り混ぜた後、密封し保存  

する。  

（3）灰試料とする場合（粉乳）  

a）購入した試料の全量または必要量の董卓をはか針取る。  

b）試料を砲製蒸発皿せたはステンレス鋼製なべ等陀入れ、ガスバーナー、  

（2）  

電熱器をどでゆっくり炭化する  

c）炭化試料は砲製蒸発mlに移し、電気炉忙入れ5000（〕で48時間状化する。  

d）放玲後、灰試料は縫製またはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0．35mm  

程度のふるいを通し、異物があれば取り除き、重さをはかる。  

e）試料はポリエチレン製袋に入れ、手で十分忙振り混ぜた後、密封し保存  

する。  

㍑．5 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。   

い 採取機関 名  

（幻 採 取 著 名  

（3）試  料   名  

（4）試 料 番 号  

（5）採 取 日 時  

（6）採 取 場 所 地名、地番、購入先名称、（緯度、経度）  

淀（2）鷹接電気炉で炭化と沃化を連続して行ってもよレ㌔  
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（7）乳牛の飼育状況  搾乳牛数、乳量、放牧時間、飼料など  

（8）採 取 方 法  立会人名  

（9）採取濠（病人量）渡乳または市乳の場合は容量、粉乳の場合は重量（4  

桁表示）   

qO 処 理 状 況  防腐剤の種類及び添加量   

8】）処 理 著 名   

8き 調 製 状 況  灰化方法及び条件、磨砕方法をど  

調製後の重量（4桁表示）   

個 調 製 著 名   

8金 輸 送 状 況  輸送方法、試料の形態及び試料量など   

姻 その他参考事項  

12．6 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料せたは灰試料で行う。この時包装が破損することの   

をいように梱包する。  

原乳また法市乳をそのまま輸送する場合法、試料に37密のホルムアルデヒド   

溶液を1ヱ当たり10～20mヱ加えたのち、できるだけ速い方法で輸送する。輸   

送忙当たっては記録質の写しを添付する。  
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牛 乳 記 録 栗（記 載 例）  

採取機関名   A研究機関   

採 取 者一名   ○ 山 ○ 郎   

試  料  名 原  乳   

試 料 番 号   56－M－3   

採 取 日 時   昭和56年3月3日   

採 取 場 所   Å市B町C番地 nO蘭乳（抹）（35038．4′N、140010．6′E）   

乳牛の飼育状況   搾乳牛数：50頭  

乳  儀：全頭数1日食言†   1．500kg  

放牧時間：1日平均く最近1か月）  6時間  

飼  料：粗飼料  自家生産  購 入  

濃厚飼料 自家生産  

飲み水：地 下水   

（垂二か  

採 取 方 法   購  入（′ミルク ク岬ラーから分取）立会人：○山○郎   

採取量（購入最）   5，000mヱ   

処王撃 状 況   37肇のホルム了ルデヒド溶液20汀‡£／ヱ添加   

他 作 ′書 名   （二：）山し－）郎   

調 製 状 況   炊化限度：5000c   炊化時間：48時間  

次章 纂：35・05g（灰分く）．70感）   

呂周 梨 者 名   「）‖lぐ）郎   

輸 送 状 況   伏30g、 広＝ポリエチレン梨瓶詰め   

その他参考事煮  
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第13 葦  牧  草   

我が国の代表的を牧草として、イネ科ではオーチャードグラス、イタリアンラ  

イタラス、ベレエアルライダラス、トールフェスクなどがある。マメ科では白タ  

ローバ （ラジノタローパ）が多い。その他に牧草ではないが、牧草的要素が強く  

全国に分布しているものに、ススキ、野シバ凌どがあげられる。試料採取把つい  

ては生産農家把依頼してもよい。その際には採取記録控ついても依頼する。  

13．1 試料採取部位  

通常、飼料とする部分  

13，2 試料採取量  

分析用、保存用などを含めて採取慶は生重量で約5柏とする。  

13．3 採．取用具及び容器   

（1）刃 物：かぜ、はさみ、カッター夜ど   

（2）容 器：かど、ポリエチレン製袋など  

13．4 試料採取方法  

牧草地の縦横の良さを考慮してほぼ等面積に10区域に区分し、各区分の中   

央部の作物体を約500gずつ採取する。採取に当たって単播の場合、イネ科   

では普通地面から10cnlの高さで、葛丈の短ぃものでも生長点を残すため5～  

10cnlの高さで刈わ敬わを行う。マメ科単播の場合控は、葡働枝（ランナ…）   

を残してできるだけ低いところから刈り暇る。また、イえ科、マメ科混播の場   

合には、隼長点やランナー一に注意しながら低いところで刈り取る。  

13．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製   

rl）乾燥試料とする場合  

a）採取した試料はカッタ岬で数ぐrnの大きさに細断し、手でよくかき混ぜて、  

葺さをはかる。   

l））試料はほうろう引きまた扶ステンレス鋼製バットに広げ、105℃に調  

節した乾燥器で乾燥し発さをはかる。  

c）乾燥試料は乳鉢、ミキサーー、ウィレ一式粉砕機を用いて粉砕する。  

－り 盲針合機を用いるか、ポリエチレソ製の袋または瓶に入れ手で振り混ぜて  

十分把捉合する。試料はポリエチレン製袋または広口瓶把入れて密封し煤  

′すこする。   

は）灰試料たする場合  
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a）採取した試料はカッターで数cmの大きさに細断し、手でよくかき混  

ぜて、重さをはかる。  

b）試料を滋製蒸発皿またはステンレス鋼製なべ等綻入れ、ガスバー ナー、  
（1）  

電熱器などでゆっくり炭化する  

c）炭化試料は穐製蒸発皿に移し、電気炉に入れ500℃で48時間炭化  

する。  

d）放玲後、灰試料は払製またはガラス製乳鉢を用いて靡く磨砕し、0・35  

m11程度のふるいを通し、異物を敬わ除き重さをはかる。  

e）試料はポリエチレン製貸に入れ、手で十分に振わ混ぜた後、密封し保  

存する。  

13．6 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。   

（1）採取機関名   

（2〉 採取著名  

（3） 試 料 名  

（4） 試料番号  

f5） 採取日 時  

（6） 採取場所  

（7） 採取商機  

（朗 栽培条件  

品種名  

地番、所有者名、（緯度、経度）  

全面積、採取両横、土壌の種類、単位面積当たわの収量  

播樺時期と方法、栽培方法、施肥条件、作物の生育良否  

病嘗虫による被嘗の有無  

債綾した場合は依頼先冬、立会人名  （9〉 採‡説プブ 法   

㈹ 採 取 蔓   

㈹ 採取部位   

8∋ 処∫里」た況  

㌧㈹ 処理著名  

8ヰ 調 製状況  

姻 調 製著名   

㈹ 輸送状況   

なで その他参考事項  

種断の有無、分析に供する試料の重量（4桁表示）  

乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など調製後の登量  
（4桁表示）  

輸送方法、試料の形態及び試料蚤など  

必賓ならば採取冒の天候を記入する。  

往けき げ1－梓’有鵠かて炭化⊥錘雄バーニiチ≡結して＝予ても．iニい。  
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13．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料または灰試料で行う。この時包装が破損することの   

ないように梱包する。  

刈り取った牧草をそのませ輸送する場合は、上記と同様忙梱包し、できるだ   

け速い方法で輸送する。輸送に当たっては記録栗の写しを添付する。  
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採 取 機 関 名  A研究機関  

採 取 著 名  ○ 山 ○ 郎  

試  科   名  オーチャードグラス、ラジノタローパ  

試 料 番 号  56－G－12  

採 取 日 時  昭和56年9月15日  

採 取 場 所  
A市B町C番地 00牧場  

（35038．4′N．140010．6′E）  

採 取 圃 場  1．Oha 収量10．000kg  

栽 培 条 件  オーチャードクタス、ラジノクローバの  

混播  

55年3月播種（2年目）  

平坦地  堆肥を多く使用  

採 取 方 法  手刈り 00牧場忙依頼 立会人：○山○郎  

採   取  量  
5kg  

採  取 部 位  生長点を除いた地上部全体  

処 理 状 況  カッターで細断し辛で混合 4．950kg  

処 理 著 名  0 山 ○ 郎  

調   製  状 況  灰イヒ濫変：500℃灰イヒ時間：48時間  

ガラス乳鉢で磨砕 灰委豊：1’27雛5g  

調 製′ 著 名  〔〕山 ○ 郎  

輸 送 状 況  灰50g広口ポリエチレン製瓶詰め  

その他参考事項   
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第14 章   淡 水 産 生 物   

ここでは淡水産生物のうち、食用となる魚類及び月類を対象とした。淡水産生  

物のうちには公的にあるいは地域の漁業協同組合忙より漁業権や漁期が定められ  

ているものがある。従って採取に当たっては、漁業関係機関に採取しようとする  

生物の種類、数量、採取時期及び採取場所を示して事前に相談する必要がある。  

14．1 試料採取部位  

全体または可食部、あるいは内臓、筋肉など、目的に応じて必要な部位。  

14．2 試料採取量   

分析用、保存用などを含めて、一般に数kgを採取する。   

夜お処理及び調製に伴う乾燥物、灰の歩留まり及び目的部位の全体に対する割   

合をどを考慮する。  

14．3 採取用具   

採取を依頼し、これを購入するのが・一般的であるが、自ら採取する場合は、   

地域独特の採取法がとられている場合があるので、あらかじめ漁業関係者と相   

談して決める。  

14．4 試料採取方法   

（1）魚類  

魚種忙よっては漁期が限られており、せた漁業権のない者は採取できな  

い場合が多いので、漁業協同組合など忙依頼して採取することが望ましい。  

この時必要な記録事項も忘れずに依頼する。   

（2） 貝類  

貝類も市場価値のあるシソミ等は漁業権の設定されている場合があるか  

ら、魚類と同様な措置を講じる。  

14・5 試料の処理及び分析・測定試料の調製   

（1）試料の処理  

a）魚類  

採取した試料はできるだけ新鮮なうちに鼻水で手早く洗浄する。  
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全体をその1巨ま分析・測定匠供する小魚、稚魚等の場合はぎる孜ど忙入  

れ10～15分間水を切り、成魚の場合は 紙などで水をふきとり重さ  

（生重量）をはかる。   

筋肉、内臓などの部位を分け取る場合は、内臓を傷つけて他の組織  

を汚染したり、体液の流出把よる損失を起こさないように注意する。  

b）貝類  

砂や泥を飲み込んでいる恐れがあるので、真水に一夜浸して秒や泥を   

吐かせる。  

月むき用ナイフ恵どを用ぃて軟体部を戦ゎ出し、重さ（生重量）をは   

かる。   

貝は玲所に保管すれば1～数日生存するか、できるだけ早く処理する。  

：2）分析・測定試料の調製   

a）液状試料とする場合  

試料は包丁で適当な大きさに切わ、ミキサー、ホモジナイザーなどを  

用いてジュースにして測定容器に詰め、重さを披かる。ジュースにしに  

くい試料は一一定容量の水を加えてジュースにする。腐敗防止のために3  

7帝のホルム7ルデヒド溶液を1£当たり10～20m£加えてもよレ㌔  

長期保存する場合は冷凍保存がよい。   

b）乾燥試料とする場合  

魚類の内臓や油脂分の多い試料は乾燥が困難である。  
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イ）試料は婁さをはかり、ほうろう引きせたはステンレス鋼製パットもし  

くは縫製蒸発皿に入れる。  

ロ）試料は乾燥器に入れ、徐々に昇温し、1050Cで乾燥する。放冷後  

置さをはかる。  

ハ）乾燥試料は乳鉢、ミキサー、ウイレ一式粉砕機などを用いて粉砕する。  

ニ）混合機を用いるか、ポリエチレン製の袋または瓶に入れ手で振り混ぜ  

て、十分に混合する。試料はポリエチレン製袋または広口瓶に入れて密  

封し保存する。  

c）灰試料とする場合  

イ）試料は重さをはかり、蒋製蒸発皿またはステンレス鋼製なべ等に入れ  

ガスパ＿ 
1）  

ナー、電熱器などでゆっくり炭化する  

ロ）炭化試料は磁製蒸発皿に移し、電気炉に入れ5000cで48時間灰  

化する。  

ハ）放冷後、灰試料は麓製ほたはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し0・35  

mm程度のふるいを通し、異物を取り除き重さをはかる。  

ニ）試料はポリエチレン製袋に入れ、手で十分に振り混ぜた後、密封し保  

存する。  

14．6 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。   

（1）採取機関名   

（2）採取著 名  

標準和名、品種名、地方名  （3）試 料 名  

（4）試料番 号  

（5）採取 日 時  

（6）採取場所  

（7）採取方 法  

（8）採取畝購入量）  

（9）試料状況  

㈹ 処理状況   

湖名、地名（緯度、経度）  

依栃した場合は依頼先名  

重量、数量など  

保存方法、平均体長、体重  

水洗方法、異物をはかせた方法、採取部位、分析に供す  
る試料の重量（4桁表示）  

肘1）れ接霜気炉で炭化と灰化を連続して行 ってもよい。  
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帥 処三理著名   

㈹ 調製状況  乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など  

調製後の重量（4桁表示）  

は 調製著名   

14 輸送状況  輸送方法、試料の形態及び試料量をど   

は その他参考事項 船を使用した場合は使用船名、総トン数、必要ならば  

採取日の天候を記入する。   

14．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料または灰試料で行う。この時包装が破損することの   

ないように梱包する。   

生試料をそのまま輸送する場合は、冷凍して容器（発泡スチロール製など）   

に詰め、梱包しできるだけ速い方法で輸送する。輸送匠当たっては記録票の写   

しを添付する。  
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淡 水 産 生 物 記 銀 幕（記 赦 例）  

採 取 機 関 名  A研究機関  

採 取 著 名  こ）J」0 郎  

試  料  名  コ  イ  

試 料  番 号  56－F－17  

採 取  目  時  昭和58年3月31日  

採 取 場 所  A市B町00湖  

（350 21・5′N、1390 47．3′E）  

採 取 方 法  C漁協托依頼  

採取巌（購入凝）  
約5kg（7匹）  

処  理 状 況  真水で洗浄後筋肉部を取り出す・。生重畳：2．150kg  

処  理 著 名  ○ 山 0 郎  

調 製 状 況  妖化温渡：5000c、沃化時間：48時間、0．35mmのふるいを通し  

異物を取り除く。灰葦豊：42，76g（灰分2．0痴）  

調 製 者 名   ○ 山 ○ 郎  

輸 送 状 況  妖40g、ポリエチレン製貸詰め  

その他参考部項  使用船名：福井丸（3トン）   
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第15葦 日  常 食   

日常食とは、文字通り個人が日頃食べたり飲んだ少している飲食物のことであ  
住（1）  

るが、ここでは特に陰ぜん方式 で採取する日々の食事を日常食と呼び、標準献  

立方式せたは栄養調査方式で採取する食事（解説4）をどとは区別する。日常食  

の核種分析を行う目的は、日々の食事を通じて摂取する放射性核種の量を知るこ  

とにある。日常食の内容には、個人差、年齢差、地域差があり、日変動や季節変  

動もあるので、試料の採取時期や採取頻度忙も留意する必要がある。  

15．1 試料採取対象  

個人が飲食する食品、飲料水、清涼飲料、酒、茶（葉は捨てる）をどの全て   

をもらさず集める。  

15．2 試料採取量  

成人一人が1日に食べたり飲んだりする食品のすべてを、5世帯から1人分   

ずつ採取する。  

15．3 採取用具及び容器   

（1）容器：ポリエチレン製広口瓶（3～5ヱ）5個。   

（2）その他：輩記用具、試料採取についての注意書き（参考3）及び献立調査  

票（参考4）。  

15．4 試料採取方法   

（1）病気等により特別を食事をとってしっる人のいない家庭5世帯を選ぶ。   

（2）冠婚葬祭、祝日、その他の特別な献立の日を除き、どく普通の日を試料  

採取日として選ぷ。   

（3）各世帯に試料採取容器、試料採取についての注意書き、献立調査票を渡し  

調査目的を説明し、試料採取を依頼する。 
注（2）   

（4）試料及び献立調査票を回収する。献立調査票の記載漏れなどないように  

この時忙確認する。  

15．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製   

（l）試料の内容をよく点検し、食べない部分（魚の骨、卵の殻、エダマメの  

皮など）を取少除き、重さをはかる。  

注（1）陰ぜんとは家族を離れ、旅に出た人の無事を祈るため、あたかも当人が家忙屠るかのよう   

に家族と同じ食べものを一人分余計忙作って供えたという習慣である。このよう忙一人分の   

飲食物を余言†忙作ってもらい、集める方法を陰ぜん方式と言う。  

注（2）献立調査にケ丁＝］安範で記入してもらうが、必要があれば参考5の円安最衣を用いグラム単  

位（′r稗節す／：－こともできる。  
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（2）試料は磁製蒸発皿せたは大型ステンレス鋼製夜べ等忙入れ、ガスバー  
住（3）  

ナー、 電熱器などでゆっく り 炭化する。  

（3）炭化試料は磁製蒸発皿に移し、電気炉に入れ5000cで48時間灰化  

する（参考2）。  

（4）放伶後、灰試料は碑製せたはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0・35  

nⅥⅥ程度のふるいを通し、異物を取り除き、重さをはかる。   

（5）試料はポリエチレン製袋に入れ、手で十分に振り混ぜた後、密封し保  

存する。  

15．6 試料忙関する記録   

下記の事項を記録し保存する。せた献立調査票（参考4）も回収し、保存し  

てかく。   

（1）採取機関名   

（2）採取著名   

（3）試料番号   

（4）採取 日 時  

5八分の重量（4桁表示）  

乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など、調製後の重量  

（5）採 取 量  

（6）調 製状況  

（4桁表示）   

（7）調 製著名   

（8）輸送状況   輸送方法、試料の形態及び試料量など   

（9）その他参考事項  

15．7 試料の輸送   

輸送する場合は炭化試料または吠試料で行う。この時包装が破損することの   

ないように梱包する。 輸送に当たっては記録票の写しを添付する0・  

注r3）蔽接電気炉で炭化と妖化を連続して行ってもよい。  

ー77－   



日 常 食 記 録 票 （ 記 載 例 ）  

採 取 機 関 名   A研究機関   

採 取 著 名   ○ 山 （〕 郎   

試 料 番 号   56－D－1   

採 取 日  時   昭和5 6年3月30日10時～3月31日10時まて   

採  取  量   5八分 9．86 5kg   

調 製 状 況   ステンレス鋼製なべで炭化、灰化温度：5000c  

灰化時間：48時間、灰塵羞：95．86g   

調 製 著 名   0 山 （〕 郎   

輸 送 状 況   拷 90g、ポリエチレン製袋詰め   

その他参考事項  

｝；・伸捏した献立調査表の写し計添付すること。  
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第16葦 指標生物   

生物の中托は環境中の放射性物質を高濃度托濃縮するものがあゎ、環境の構成要  

素中では低濃度の放射性物質であってもこれらの生物を利用するとその環境中での  

時間的空間的な変軌を比較的容易に知ることができる。このような生物を指標生物  

という。指標生物としては対象とする放射性初演の頻縮率がなるべく高いことが必  

要である。その他時間的空間的夜変動の比較をするため終結、同じ種類が広や範腰  

忙分布し、縫時的に何回もの採取ができる程度の個体群の大きさが必要である。ま  

た特定地域の指標という意味で移動の少ない定着性の種類がよい。指鱒生物は細か  

い変動を平滑化して平均的なレベルを示すこと陀特赦があるが、一方個体の大きさ、  

年齢、性、生理状態、生殖リズムなど托よって放射性物質の浸炭変動が起こ努碍る  

ので注意しなければならない。   

放射性核穐のモニタリング用としては、陸上では松葉、杉葉、ヨモギなどがあゎ、  

海洋ではムラサキイ・ガイ、ホンダワラなどがある。海洋指標生物については、第19  

章海産生物に準じる方法をとるものとし、ここでは陸上の指標植物托ついて述べる。  

16．1 試料採取部位  

松葉などは原則として二年生糞（第16．1図）を採取する。ヨモギなどの野草   

も斐部を試料とし、茎、つぼみ、花、枯れ葉を除く。  

16．2 試料採取量  

分析用、保存用などを含めて採取量は一般忙数kgを必要とする。  

16．3 採取用具及び容器   

侶 採取用具；ピエール製手袋、脚立し松葉の採取）  

（2）答   器；ポリエチレン製しまたはビニール製）袋  

16．4 試料採取方法  

松葉を採取する時は、まず手に松脂がついたり集光で刺し傷を負うのを防ぐ   

ため、ビニール製手袋を着ける。樹高が4m以下、斡の直接が10cm以下線度の   

若い樹でせんていをど人手のかかっていない樹を選び、二年生の菓だけを引き技   

くように採取する。1本の樹から0．2kg程度ずつ、5～10本の樹から2kg程度   

を採取する。  

ヨモギなどの野草を採敬する場合軋 上空が樹木で覆われていないような場所   

を選び、花こうなどを入れないで生の葉たけをしこき取る。  

なか、かま、せんていばぅみなどで茎や枝どと採取してもよい。採取した試料は  
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ポリエチレン製袋に入れ、裳に試料名及び試料番号を付記する。  

16．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製  

（1）試料の処理  

採取した試料は枯れ葉夜どを取り除く。また枝や茎こと持ち帰った時は、葉  

だけを抜き箪る。原則として水洗はしなレ㍉  

（2）分析・測定試料の調製  

a）乾燥試料とする場合  

イ）試料は重さをはかカ、ほうろう引きせたはステンレス鋼製パット托広げ、  

乾燥器把入れ徐々に昇温し、1050（〕で乾燥する。放冷後、重さをはかる。  

ロ）乾燥試料は乳鉢、ミキサー、ウィレ一式粉砕機などを用いて粉砕する。  

ハ）混 合機を用いるか、ポリエチレン製の袋または瓶に入れ筆で振り混ぜて、  

十分忙混合する。試料はがリエチレン製袋または広口瓶に入れて密封し保  

存する。  

b）灰試料とする場合  

イ）試料は重さをはかり、磁製蒸発皿またはステンレス鋼製なべ等に入れ、  

ガスバーナー 、電熱器などでゆっく少炭化する。 注（1）  

ロ）炭化試料は磁製蒸発皿柊移し、電気炉に入れ5000（〕で48時間灰化する。  

ハ）放冷後、状試料は磁製またはガラス製乳鉢を用いて軽く磨砕し、0．35  

＝＝ヰ射娃のふるいを通し、異物を戦わ除き、車さをはかる。  

ニ）試料は汁ごリエチレン製袋に入れ、手で十分忙撮り混ぜた後、帯封し保存  

する。  

16．6 試料忙閲する記録  

下記の墨墳を記録し保存する。   

裾 採取機関名  

浮〉渓∴戦∴著名  

f3）試 料 二名   

彿 試料 番号  

（51往 けヰ ＝時  

はき i完 封甑 刃堤頼  

（7）採取 伏混  

品種名  

地名、地番、所有者名  （緯度、経度）  

周辺の状車凱 ′二巨背状況、」二壊の種類  

江（1）郎妾′右㌔い炉で；宣化tり畑ニケ沖紙して†fってもよい。  
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（8）採取方 法  

（9）採 取 量  

㈹ 処理状況  

（川 処理者名  

昭 調製 状況  

採取部庖、試料の重義し 4桁表示）  

乾燥や灰化方法及び条件、磨砕方法など、調製後の重量  

し 4桁表示）   

8ヨ 調製著 名   

8増 輸送状況  輸送方法、試料の形態及び試料量など   

㈹ その他参考事墳  必要ならば採取日の天候を記入する。  

16．7 試料の輸送   

輸送する場合は乾燥試料または灰試料で行う。この時包装が破損することのな   

いように梱包する。   

採取した試料をそのませ輸送する場合は、上記と同様忙梱包し、できるだけ速   

い方法で輸送する。輸送に当たっては記録票の写しを添付する。  

第16．1図 松葉の生育年数  
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指 標 生 物 記 録  （記載例）  

採 取 機 関 名   A 研 究 機 関   

採  取  著  名   ○  山  ○  郎  
・   

試  料  名   二年生松葉  種：黒松   

試  料  番  号   5 6 － Ⅴ 一 5  

採  取  日  時   昭和5 6年3月 31日   

採  取  ■場  所   A市B町C番地 （35038．4′N、140OlO．6E）   

採  取  状  況   付近一帯 黒松林、樹高3・－4m  

10本から採取   

採  取  方  法   せんていばさみで′J、枝とと採取   

採  取  量   約3kg   

処  理  状  況   枯葉、松かさなどを除く。処理後の重量2，850g   

処  理  著  名   ○  山  ○  郎   

調   製  状  況   乾燥海産：1050C 粉砕方法：ウィレ一式粉砕機  

乾燥黍量：1，215g   

調  製  著  名   ○  山  ○  郎   

輸  送  状  況   乾燥試料1，000g ポリエチレン製袋詰め   

そ の 他 参考 事項  
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第17葦 海  水   

海水中の人工放射性核種の剰定托要する海水の量は1ヱから100ヱを超えるもの  

せで核種によってかなりの幅があるが、ここではバケツによる方法と、比較的短時  

間托大義の海水を採取できるポンプ㌢こよる方法を示した。環境放射線モニタリニ／グ  

では主として表廊海水について調査が行われるので、表面海水の採取方法を示し、  

さらに深さ100m程度ぜでの海水を採取する方法も併せて示した。   

採取方法にはポイント採取法とライン採取法がある。ライン採取法按一定線上か  

ら連続的に採取する方法で、試料採取時間及び測定試料数を減らすことがで  

きる有効な方法である。ここでは船舶托乗船し採取することに主眼を置いたが、桟  

橋などの海上橋造物上からの採取もこれに準じて行うことができる。夜お大型採水  

器控よる100m以深の海水採取方法については巻末参考6把記した。  

17．1 試料採取対象   

通常は表面海水任那（表面から深さ1m程度まで）  

17．2 試料採取量  

調査目的、対象核種によって黒毛るので、それぞれの分析法マニュ了ルに従っ   

て決める。  

17．3 採取用具及び容器  

（1）試料容器  

a）放射能測定用  

ポリエチレン製容器（キュwビテーナーなど）で容量20£程度のものを  

必要個数用意する。  

容器はあらかじめ塩酸し1一十1）あるいは硝酸（1＋1）で洗浄後、純水  

で十分に洗浄し蓋をしてかく。  

b）塩分測定用  

客最200mヱの褐色ガラス滑津こゴム栓で密栓する形式、またはポリエチレ  

ン製瓶のものを使用する。容器軋 あらかじめ塩酸tl＋1）あるいは硝酸  

（1＋1）で洗浄後、水で十分に洗浄してかく。   

〈2）塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）：あらかじめ試料の景控応じた必要  

窮し試料1£につき2Illヱ）を試料容器ことに別々の小さなポリエチレン製瓶な  

任（1）大雨の経では河川の水蚤が増大して河川水の影響が広い淘域にわたることがあり、採取した試料   

が調査日的に適さなれ場合があるので任意する必華がある。  
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どに入れて用意してかく と峻別である。  

（3）温度計  

（4）大型ポリエチレン製漏斗：試料容器のUに挿入できるものでなる〈こく太いも  

のを用意する。  

（5）ポリエチレン製バケツし 60～100ヱ）及びサイホン（大型のもの）  

17．4 採 水 器  

（1）バケツによる採取  

a）取手つきポリエチレン製バケツ：流失、破損の恐れがあるので数個用意す  

る。  

b）ロープ（径5mm、長さ51¶程度）：風雨にさらされていないものを用いる。  

（2）ポンプによる採取  

a）揚水式ポンプまたは水中ポンプ  

揚水ポンプ仕様：自給式ポンプ（ベーンポンプまたはフレキジブルロー  

タリーポンプ）電源は単相100Vまたは直流12V  

出   力  400W  

最大吐出量   100ヱ／分程度  

採水可能深度   0～100rn  

水中ポンプ仕様：電源は単相100V  

出  力  200～400W  

最大吐 出量   100ヱ／分  

採水可能深度  0～501¶  

かなりの探さまで降ろして使用するので防水性、耐旺性を十分に確認してか  

く。  

市販されているポニ／プのケーブルは3【m程度であるので、特別注文で必要な  

長さのケ岬ブルを取り付ける。  

t））ホース（採取に必要な長さ）  

揚水ポンプを使用する場合は、耐旺性のゴム製または軟質塩化ビニール製で  

中に糸入りの三屑サンドイッチ構造のものがよい。内径がポンプの口に合う  

ものを選ぷ。走向水より深い海水を採取するには、ホースに1‖l間隔で様々  

な色のビニール製テー プを用いてマークすると便利である。ホースは50m坤・位でホ  

販されているがむくて運搬が因難であるので30m程度のものを現場で連結  

するとよい。  
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c）発電機：船の電源を利脚できる場合は不凄  

単相交流100v、2kW以上の負荷に耐えるもの  

直流24V、12v、6Vのいずれかの出力のあるものが使利であ  

る。  

17．5 試料採取方法  

（1）バケツによる採取しポイント採取）  

a） ロープの一端をバケツの取手に結び付け、他端を船体に転び付けておく。  

b）船が停止した後、バケツをできるだけ遠くに投げ、着水後速やかに手前忙  

引く。  

採取した海水で漏斗、バケツを数回洗浄する。  

c）採取した海水は、漏斗を用いて試料容器に入れる。必要量が得られるまで  

採取を繰り返す。この際、塩分測定式料容器はあらかじめ海水で洗浄してお  

く。  

d）容器に試料番号等を記入する。  

e）水温はバケツに採取した海水で測定する。  

r）作業終了後、使用した用具は異水でよく洗って乾燥する。  

（2）ポンプによる採取（ポイント採取）  

a）揚水ポンプの吸水口に採水用のホースをはめ込み、ホー スバンドせたは針  

金で締め付ける。吐出口忙は2m程度のホースを付けておく。吸水側のホー  

スの先端に3－20kg程度の重りをロープで結び付ける。  

水中ポンプの場合には吐出ロにホースをはめ込み、ホースバンドせたは針  

金で脱落しないように締め付ける。  

b）船が停止した後、揚水ポンプを起動させてからホースを海中に投入し、ホ  

ースに付けたマークにより採水深度までホースを繰り出す。なかホースの長  

さがトOm以上の場合は、あらかじめホースの中に水を満たしておくとよい。  

水中ポンプを海中に投入する場合は、ポンプの重さをホースにかけ、電源ケ  

ーブルは余裕をもって繰り出す。この間に水中ポンプを起動させる。   

c）ホースが垂直になるように操船する禁（2）  

任（2）ホース（ローブ）のずれの角度忙応じて、次に示す程度にホース（ローブ）を繰り出ナ必要がある。  

船の動揺を考慮すると一般には15修程度せでは無視できる（，  

ホース（ローブ）の何度  50   1げ   150  2げ’  300  450   

抑  止  伯   1．004  1．015  1．035  1．064  1．15  1．41   
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d）ホース中の海水が2回以上交換するのを待ち採水する。この際、塩分測定  

用試料容器はあらかじめ海水で洗浄しておく。  

夜お揚水量はホ・－スの長さ、揚程などによりポンプの最大吐出塵の1／2  

～1／10に変化することがある。  

e）試料容器に試料番号等を記入する。  

f）水温はバケツに採取した海水で測定する。  

g）電療を切りポンプを停止させてからホースを引き上げる。  

水中ポンプを引き上げる時には、ポンプの重さはホースにかけ、電線ケー  

ブルにかけないように注意する。  

h）作業終了後、使用した用具は真水でよく洗って乾燥し、必要に応じて注油  

してお、く。  

（3）ポンプによる採取（ライン採取）  

船上把揚水ポンプを設置し、これに接続したホースを投入して船を運航しな  

がら表面海水を採取する方法である。  

a）揚水ポンプ托吸水用及び排水用ホースを取少付け、ホースバンドで締め付け  

る。吸水用ホース把は先端部に重少を付けてかき、採取時に浮き上がらない  

ようにする。また張力がかかるので、ロープなどを用いて補強しておく。排  

水用ホ岬スの出口は二又にして封き、採取する予定の目標間の距離と航行時  

間を決めて、その時間内に必要量を採取できるように吐出量を調節しておく。  

b）揚水ポンプを起動して長さ5m程度が海面下に入るよう忙ホースを繰り出  

す。くみ上げた海水でバケツ（60～100ヱ）を洗浄する。  

′   c）目標地点到着予定の3分前に船の速度を採取時の所定速度匿する。  
d）採取開始地点に到着したらバケツに海水を採取し始め、予定区間を通過し  

たら採取をやめる。  

e）バケツの海水をかき混ぜながら、サイホンを用いて試料容器及び塩分測定  

用試料容器に海水を採取する。この際、塩分測定用試料容器はあらかじめ海  

水で洗浄してかく。水温はバケツ綻採取した海水で測定する。  

r）試料容器に試料番号等を記入する 

g）作業終了後、使用した用具は貫水でよく洗って乾燥し、必要把応じて注油  

しておく。   

17．6 試料の処理  

炉過などの処男子は原則として行わをい。  
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採取した海水忙侮底から巻き上がった土砂、プランクトン、帝藻などの懸濁物  

が混入している場合は、適当なプランクトンネット用網地忙よる炉過せたは沈降  

法夜ど絃よ少、これらを取力除いてもよレ㍉ これらの処理は原則として塩酸せた   

は硝酸を加える前陀行うこととし、処理を行った場合には、野幌あるいは記録票   

忙明記する。採取した海水には1ヱ忙つき2mヱ（95zr分析の場合は酸の豊が異な   

る）の塩酸（1＋1）あるいは硝酸（1＋1）を加える。  

17．7 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採取機関名  

（2）採取著 名  

（3）式事斗 番 号   

刷 採取 日 時  

（5）採取場所  海域名、目標並びに目標からの方位及び距離、（緯度、経度）  
琵（3き  

侮上位置の決定忙使用した方法、   

使用船名、総トン数、水㌔（4短びその測定方法、採水深  
夜、水温、気温  

ライン採取の場合は採取開始～終了時刻及び位置  

制 採取状況  

（7）採取方法  

侶）採 取 量  

モ劉 処理状況  

8q 処理著 名   

（川 輸送状 況  

8ヨ その他参考事項  

炉過の有無、酸の添加（有無、種類、盛）  

輸送方法、試料の形態及び試料量など  

航海時問、入出港時刻、必贋ならば採取日の天候を記入  

する。  

荘（3）a）海上位置を決定する方法は水路測量ぜたは船舶航海忙関する書籍を参考とし、水路剰豊士ぜ  

たは航海関連の海技免状所有者の協力を求める。目的とする採取位置への誘導なども同様である。  

b）榔芸より3海里（約6km）程腱までは六分儀などを使用する三点両角法、3－15海里（約  

30km）ではレーダーを用いる。さらに遠方ではロランA、ロランC、デッカなどの電波航行  

システムを利用すべきである。せた適当な目標が近くにある場合（約500m程度）把は測距儀  

を用いる方法もある。  

注剛 水深測定  

浅海用測深俵または魚群探知機あるいはレッド索を用いる。  
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17．8 試料の輸送及び保存   

a）分析を行う場所へ輸送する場合は採取試料がこぼれないように試料容器の  

蓋をしっかりと締める。輸送忙当たっては記録票の写しを添付するo   

b）試料はできるだけ早く分析測定することが望ましい。長期間保存する場合  

は冷暗所忙おくこと。  

－88－   



（記載例）  海 水 記 録   

採 取 機 関 名   A 研 究 機 関   

採  取  著  名   ○  山  ○  郎   

試  料  番  号   56－0－3   

採  取  日  時   昭和56年3月 31日   10時30分   

採  取  場  所   A市B町00崎灯台から30032．6′130m（35？38．4′N  

140052．6′E）剛距儀を使用   

採  取  状  況   使用船名：第3銚子丸（3トン）、水深：20m、魚探  

採取深度：1m、水温：10．5℃、気温：180c   

採  取  方  法   ポンプ採取法（ポイント採取）   

採  取  6 0ヱ   

処  理  状  況   IICヱ（1十1） 2mヱ／上 添加   

処  理  著  名   ○  山  ○  郎  

輸送状況  20上人キユーピテーナー 3個口   

その他参考事項  

※ 採取場所忙ついて、目標がない場合は緯度、経度のみを記入ナること。  
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第18 寒   梅底士   

海底土の放射能を測定する目的は、放射性降下物及び原子力施設からの排水に由  

来する放射性物質の蓄積の傾向を知ること忙ある。海底土中の人工放射性核種のほ  

とんど接海底士粒子の表面に沈着していると考えられ、粒径が小さいものほど放射  

性該種の相対的濃まが高h傾向がある。従って微細粒子を失わないよう紅海盛土の  

表面から一定の深さまで採取することが望ましい。   

この目的忙か食い、かつ沿岸海域のすべての環境条件に適合する採取方法ばない  

ので、ここで按最も一般的なグラブ式採泥器及びドレッジ式採泥器陀よる採取方法  

を取り上げた。なお特殊な採取法打ついては参考7妊述べる。  

18．1 試料採取対象  

海底士の表面から一定の深さまでとする。  

18．2．試料採取量  

分析用、保存用などを含めて採取量は湿重量とLて少なくとも3kg以上を必要   

とする。  

18．3 採取用具及び容器  

（1）採 泥 器  

a） グラブ式採泥器  

グラブ式探泥器捜羞底後、登りやスプリングで底板を閉じ海底士をつかみ  

取るような構造綻をっており、スミス・マッキンタイヤ哩採泥器（第18．1  

図）がその代表的なもので、その他窮18．1未に示すようなものが用レ、られ  

てしハる。  

第18．1表 グラブ式採泥器の例  

名  称   採泥 面横   濃豊   備  考   

スミス・マッキングイヤ型   33×33（珊）  40（kg）   

スミス・マタキンダイヤ型   22× 22   3（1   揚収横材が必要  

プ ア ン・ピ ー ン 型   3 8〉く38   30   

エク マ ン・バ ー ジ剰   2 0×2 0   10   

エク マ ン・バ ー ジ瑚   15×15   6   

－90－   



これらの採泥器けかなり硬い海底士でも採取可能で、採取面積もー定であ   

り、揚収中の試料の流出も少食いとされている。欠点としては礫などがはさ   

せると試料が流出すること、傾斜面や非常忙硬い底土の場合は採取が困軌な   

ことが挙げられる。  

b）ドレッノ式採泥器   

ドレツノ式採泥器には、第18．2表作示すような型式があり、円筒型のも   

のは開口部に2～4本の鎖をまとめてローブ陀つないでえい航するものであ   

る。またカンナ型は採取層の厚さを一定托するため忙箱型の本体忙刃を付け   

た構造忙なっている。  

第18．2表 ドレッジ式採泥器の例  

名  称   大 き さ   重 量   備  考   

円筒型（バケツ型）  口径15×長さ50（em  20（kg）  後部閉じ切（第18．3図）   

円筒型（S・K型）  口径12×長さ20   9   後部キャンバス袋   

カ  ン  ナ  型  3 5× 58×10   15   刃高2澗刃巾30c椚（第18．4図）  

ドレツノ式採泥器は、礫をどの混在する海底土やかなり硬い海底土でも容  

易忙採取できる。しかし欠点としては採取面積が不明であること、微細な粒  

l   子が失なわれやすいこと、また円筒型の場合忙は、採取層の惇さがわからな  
い場合がある。  

（2）ローブ（合成繊維製クロスローブがよい。またはワイヤーローブ）  

クロスロープは′」＼型の採泥器の場合径6～81nm、大型のものは径10～15mm   

を使用する。ワイヤーローブの場合は径3mm以上を用いる。エクマン・バージ   

型ではメッセンジャー を使用するのでローブの径はメッセンジャーの孔径より   

十分細くする必要がある。  

（3）場収機材   

a）巻き上げ機  

船の付属設備を什＝ハるべきである。またキャプスタンを用いてもよい。  

l））デリ ック設備   

c）指探滑車  

（4）ポリエチレン製たらい（採泥器の寸法、容量K応して適当忙選ぷ）  

（5）試料谷器  
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第18．2図  

エクマン・パージ型採泥器  第18．1図 スミス・マッキングイヤ型採泥器  

鋸18．3図ll＝奇型ドレノン  

第18．4国 力ンナ哩採掘器   
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広口のポリエチレン製容苫諒（5～10∠）搾入れるとよい。ポリエチレン奥谷  

器がない時ケこは、ポリエチレン製袋（数枚重ねる）陀入れて段ボール箱などに  

納めて持ち帰る。  

18．4 試料採取方法  

（1）グラブ式採泥器躍よる方法  

a）採泥器紆ローブを取り付ける。  

b）底板を取口l．．て海中につり下げる。操作中に掛け金がはずれて底板が閉じ  

ることがあるので字をはさまをわよう終注意する。  

c）採泥器をローブがたるせないよう紆降す。ローブが垂直になるように操船  

し、採泥器を着底させ、海底士を採取する。スミス・マッキンタイヤ塾の場  

合、降下速まが2m／秒を越えると途中で作動して底板が閉じることがある。  

エクマン・パー ジ塑はメッセンジャー（落下速度は200～300m／分）をロ  

ーブ忙沿って落下させ、底板を閉じる。  

d）採花器を船上忙引き揚げ、上ぶたを開き一定の深さまでシャベル専で削り  

取り、試料容器に入れる。  

e）作業終了後、使用Lた用具は真水で洗って乾燥しノ、必要忙応じて注油して  

おく。  

（2）ドレッジ式採花器忙よる方法  

∂）採泥器とローブの間紆1～2mの鎖ぜたはワイヤーローブ（径3～5mm）を  

取り付ける。ワイヤーロープとローブを接続したジャックルの部分搾5～10  

kgの重りを取り付ける。  

b）船を最微速で進めをがら採泥器を海中搾投入し、ローブを繰り出す。水深  

2～3倍の長さのローブを繰り出したのちローブを船体控固定する。  

C）船を最微速で産らせる。通常5～10分毎に停船して採泥器を引を揚げて試料  

を採取する。必要量が得られるまで採取を繰り返す。底質が比較的軟らかい  

か水深が10～20mの場合搾は、えい航せず托停船したま・までローブを巻き  

取る方法でも採取できる。   

d）採泥器を船上陀引き揚げ、試料をたらい陀取り出し試料容器推移す。   

e）作業終了後、使用した用具は真水で洗って乾燥する。  

18，5 試料の処理方法   

探嘱した試料寝できるだけ早く処僅する。粉砕、約分など作用いる機器の種顆   

及ひ一般税桁打ついては参考1として巻末K付記した。  

ー93－   



（1）乾煉細士の処理  

a）採取した試料は静直して上澄みを除くか、せたは大型ブフナー漏斗などで  

炉過した後、ほうろう引きまたはステンレス鋼製のパット忙広げる。   

b）1050C作調節した乾燥器聖人れて十分陀乾燥する。放玲後、重さをは  
かる（乾土重量）。  

c）乾煉l．た試料は鉄製あるlハは曲製の乳鉢などで軽く暦砕し、これを21¶mの  

ふるいでふるh分け、石碑などの異物を取り除き、重さをはかる（乾燥紳士  

重量）。  

（2）縮分、粉砕の方法  

第6章6．7、（2）を参照のこと。  

18．6 試料K関する記銀  

下記の事項を記録し保存する。  

（1）採取機関名  

（2）採取著名  

（4）試料番号  

（4）採取 日 時  

（5）採取場所  海域名、目標並びに目標からの方位及び距離、（緯度、経度）  
蛍3）  

海＿上位置の決定K使用した方法   

（6）採取方 法  

（7）採 取 量  

（8）採取状況  

湿屋量、採取回数  

使用船名、総トン臥水深糾kぴその測定方法、気温、  
試料の状況（土質、粒径など）  

注（2）恒温乾燥器を開いると長時間を要する。熱風乾燥器を開いる場合け．微細粒子が飛散しないよう  

托風量を調節ナる。  

注（劉a）海上位置を決定する方法け水路測量または船舶航海に関する書籍を参考とし．水路測量士また  

は航海関連の海技免状所有者の協力を求める。目的とする採取位置への誘導なども同様てある。  

b）沿岸より3海里（約6km）程度まてけ六分儀などを使刷する三点両角法．3～15海里（約30  

km）でりレーダーを糊いる。さらK遠方て目口ランA、ロランC．デッカなどの電汲航行システ  

ムを利鞘すべりである√，また適当な目標が近く腔ある場合（約500m程度）作付刑距俵を椚いる  

方法もある〔  

注（4）水深測定  

浅酌明細り探依また＝魚群探知機あるい＝レッド索を用いる。  

－94－   



（9）処理状況  辞退方法、乾燥方法、乾士重量  

qゆ 処理者名  

（咄 調製状況  ふるh分け方法、縮分方法、粉砕方法、乾操紳士重量（4桁  

表示）  

（1カ 調製者名  

（畑 輸送状況  輸送方法、試料の形態及び試料量など  

（14）その他参考事項 必要ならば採取日の天候を記入する。  

18，7 試料の輸送  

処理及び調製された試料け、ポリエチレン製の袋せたは広口瓶陀入れ、破損す   

ることのないよう陀梱包し輸送する。   

湿潤試料を輸送する場合は、特陀注意して梱包する。輸送陀当たっては記録票   

の写しを添付する。  
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海 底 士 記 録 票 （ 記 載 例 ）  

採取機関 名   A研究棟関   

採 取 著 名  ○ 山 ○ 郎   

試 料 番 号   5 6－K－2   

採 取 日 時  昭和56年3月31日   

採 取 場 所  A市B町⊂黒崎灯台から30。32・6′130m（孟品猥遠賀√140052・6′E）   
採 取 方 法  スミス・マッキンタイヤ考望採泥器   

採  取  量   3kg（湿泥）．採取回教：3［亘i   

採 取 状 況  健闘船名：窮3銚子丸（3トン） 水 深：20m、魚探  

気 温：180c   試料の状況：泥常（員ガラを含む）   

処 理 状 況  乾燥温ま：1050cI乾燥時問：1夜間 乾土嚢量：2・50kg   

処 理 著 名  ○ 山 ○ 郎   

調 製 状 況  ふるい分け方法：2mふるい． 縮分方法：二分器  

粉砕方法：トップグラインダー． 乾燥親土鷺量：2．125kg   

調 製 著 名  0l．i」○ 郎   

輸 送 状 況  乾燥紳士約1kg 広口ポリエチレン梨瓶詰め   

その他参考事項  

※採取場所について、目標がなh場合は綜舷、経鮭のみを記入すること。  

一96－   



第19睾 海産生物   

ここでは海産生物を採取方法の速いによって次の4様に分類した。   

1．魚類、イカ類などの遊泳生物。  

2．異類、甲殻類、ナマコ類、ヒトデ類、ウニ類、海綿などの海底に生息す  

る底生生物。  

3．ワカメ、ヒジキ、テンダサ、7オサ、ホンダワラ、アラメ、カジメ恵ど  

の海藻類。  

4．イガイ類、カキ、フジツポ、ホヤなどの岩礁に生息している付着生物。   

海産生物のうちには、公的にあるいは地域の漁業協同組合によわ漁業権や漁期  

が定められているものがある。従って採取に当っては漁業関係機関に採取しよう  

とする生物の種類、数量、採取時期及び採取場所を示して事前に相談する必要が  

ある。  

19．1 試料採取部位  

全体または可食部、あるいは内臓、筋肉など目的に応じて必要な部位。  

19．2 試料採取量  

分析岡、保存用夜どを含めて一般に教kgを採取する。  

なか、処理及び調製に伴う乾煉物、灰の歩留まわ及び目的部位の全体に  

対する割合などを考慮する。  

19．3 採取用具  

採取を依頼し、これを購入するのが一般的であるが、自ら採取する場合は  

以下の用具が必要である。  

1）底生生物‥ビームトロール（第19．1図）または小型底引．き網  

2）海 藻 類、付着生物：スクレイパー 、磯たがね敢ど  
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第19．1図 ビームトロール   

19．4 試料採取方法   

（1）遊泳生物  

魚種によっては漁期が限られており、また漁業権のない者は採取で  

き浸いので漁業協同組合などに依頼して採取する。この時、必要な記奇手  

項も忘れずに依頼する。   

（2）底生生物  

有用生物は採取時期が限られ、採取権の凌い者は採取できない場合が多  

く、漁業協同組合に依頼して採取することが望ましい。この時、必要な記  

録事項も忘れずに依頼する。  

ヒトデ類夜どは底引き漁船を雇用して採取するか、′卜型ビームトロール  

を用いて採取する。磯の末利悶貝類は磯たがねやスクレイパーを用」てか  

き落とす。   

（3）海 藻 類  

有用海藻は漁民の収入源となってかり、通常採取時期が地域どとに限ら  

れているので無断で採取してはならなレ㍉・一般的忙は漁業協同組合等に採  

取を依頼することが望ましい。  

一方、未利用海藻の場合、その大部分は海面下に生えており、専業者で  

凌いと採取は榊難である。なか、潮間帯のものであれば干潮時に磯たがね  
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をどを用いて採取できるが、危険な場所も多く、採取に技注意を要する。  

採取を依頼する時には、必要な記録事項も忘れず把依頼する。   

（4）付着生物  

有用生物は採取時期が限られ、採取権の凌い者は採取できをい場合が多  

く、漁業協同組合に依頼して採取する。この時、必要夜記銀事項も忘れず  

に依頼する。磯の未利用貝類は磯たがね、スクレイパーを用いてかき落とす。  

19．5 試料の処理及び分析・測定試料の調製   

（1）試料の処理  

a）遊泳生物  

採取した試料はできるだけ新鮮孜うちに真水で手早く洗浄する。全体  

をそのまぜ分析・測定に供する小魚、稚魚などの場合はぎるをどに入れ  

10～15分間水を切り、成魚の場合は炉紙などで水をふき取少、重ま  

（生重量）をはかる。  

筋肉、内臓夜どの部位を分け取る場合は、内臓を傷つけて他の組織を  

汚染したり、体液の流出による損失を起こさをいように注意する。  

b）底塗生物、付着生物  

紗ヤ泥を飲み込んでいる恐れがある見やナマコ凌どは、採取現場付近  

で採取した海水に一夜浸して紗や泥をはかせる。  

月むき絹ナイフなどを用いて軟体部を取力出し、必要に応じ内臓部と  

筋肉部に分け、重さ（生重患）をはかる。只は冷所に保管すれば1～数  

日生存するが、できるだけ早く処理する。  

c）海 藻 類  

海藻類は他の動植物が付着していることが多く、ぜた藻体基部には岩  

石の細片が付着しがちをので注意してこれを取り除く。指標●生物として  

用し1る場合には、そのまぜ水切打撲作を行う。生物学的調査が目的であ  

れば、採取現場付近の梅水を用い、また食品として扱う場合忙は水道水  

夜どをf冒い、それぞれよく洗って細かい紗などを取力除く。ぎるなどで水  

を切るか、または冒の細かい網袋に入れ手で振りぜわすか、体液が出孜  

いように時間を調節して脱水機にかけ脱水する方法が便利である。水切  

り後、試料の童さ（牡菜巌）をはかる。  
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（2）分析・測定試料の調製  

第14章、14，5（2）を参照のこと。  

19．6 試料に関する記録  

下記の事項を記録し保存する。   

（1）採■取機関名   

（2）採取著名  

標準和名、品種名、地方名  （3）試 料 名  

（4）試料番号  

（5）採取 日 時  

（6）採取場所   

（7）採取方法  

（別 採取量（購入量）  

（9）試 料状況  

㈹ 処理状況  

海域、地名など、（緯度、経度）  

依頼した場合は依頼先名  

重量、数量など  

保存方法、平均体長、体豊  

水洗方法、異物をはかせた方法、採取部位、  

分析に供する試料の重量（4栴表示）  

錮褒も甥著名  

8カ 調製状況  乾煉や灰化方法及び条件、磨砕方法など  

調製彼の董最（4桁表示）  

㈹ 調製著名  

㈹ 輸送状況  

㈹ その他参考事項  

輸送方法、試料の形態及び試料景など  

船を使用した場合は使開船名、総トン数、  

必要ならば採取冒の天候を記入する。  

19．7 試料の輸送  

輸送する場合は乾燥試料または灰試料で行う。この時包装が破損すること  

の凌いように梱包する。  

生試料をそのまま輸送する場合は、冷凍して容器（発泡スチロール製など）   

に詰め、梱包しできるだけ速い方法で輸送する。  

輸送に当っては記録票の写しを添付する。  
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海産狂物記録票 （記 戟 例）  

採 取 機 関 名  A研究機閉   

試  料  ム ラサキイ ガイ   

試 料 番 号  56－F－17   
採 取  巨i 時  昭和56年3月 31日   

採 取 場 所  Aて†ゴlう町00湾   （35草 21．5′N、13．9047．3～E）   

採 取 方 法  スクレイパーでかき取る。  C漁協㌍依頼   

採 取 景（購入量）  約5kg採取（怨付）   

処 球 状 況  i夜毎液中で砂を藍主かせた後、鉄棒部を戦わ出す。  

生箪瀞：2．150Kg   

処 理 著 名  0 山 （〕 郎   
調 製 状 況  軟化腹鼓：500℃、択化時間：48時間、0．35mmのふるいを通し異物を取り除く。  

吠垂骨：42．76g   （快弁2．0帝）   

調 製 著 名  （〕 山 〔〕 郎   

輸 送 状 況  灰40g、ポリエチレン製袋詰め   

その他参考事項  気 温 120C  水 温 140C   
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第20章 トリチウム及び放射性ヨウ素   

トリチウム及び放射性ヨウ素を分析する試料は、前項までの採取方法に準じて  

行うが、採取や処理方法など取少扱いに注意しなければならない点を一括して  

ここで述べる。科学技術庁放射能測定法シリーズ9．トリチウム分析法及び同シリーズ4・  

放射性ヨウ素分析法に準じて取りまとめた。  

2 0．1 トリチウム   

（1）降 水  

第4章、降水（定時降水）に準じた方法で採取し、1か月間せとめたも  

のを折紙5種Cで炉過したのち試料とする。酸は添加し左レ㍉ 試料は蒸発  

や空気中の水蒸気の混入などが凌いように試料容器に密栓して保存する。   

（2）空 気（水蒸気）  

空気中の水分及び水素として含まれるトリチウムの測定は従来よ少種々  

の方法で行われているが、ここでは、乾燥剤忙よる水分の吸収を利用した  

捕集法、ぜた水素として存在する場合には、触媒によわ水の形に酸化して、  

同じく乾燥剤による捕集法を用いること托する。乾煉剤としては、シリカ  

ゲルの他にモレキュラーシープ、ゼオライトもあるが、吸湿能力が変色忙より一目で  

判るシリカゲルを用いるのが便利である。シリカゲルは、30．50Cにわい  

て空気中の湿分の99．85留以上を吸収して平衡となるので、カラムに充填し  

空気を通した場合には、水分はほぼ完全に捕集される。水素はこのままで  

は捕集できないので、触媒により水の形に変えて吸収させる。酸化触媒と  

してはパラジウムまたは酸化銅を用い得るが、常温で酸化力のあるパラジ  

ウム触媒（7ルミナ担体）が便利である。  

a）シリカゲルに捕集する方法  

イ）直径5cl11、長さ50c m程度の硬負ガラス製またはプラスチック  

製の管に十分乾燥きせたシリカゲル（1．98～2．36m粒状）を充萌し、  

⊥下に石英綿を詰めてシリカゲルが移動しない様忙固定する。充填す  

る前にシリカゲルの重さをはかっておく。別に粒状パラジウム触媒（  

5飾アルミナ担休3mmペレット）200gを直径20c mの硬負ガラ  

ス管に允鳩し、上下に石英綿を詰めて固定する。  

ロ）シ・リカゲル管2本、触媒管1本、シリカゲル管1本の順にパイプで  
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直列に接続する。これに直読流量計及び10～20ヱ／分の空気吸引  

ポンプを接続する。（第20．1図）  

ハ）空気を一定時間通過させ、水分をシリカゲルに捕集する。流量計の読   

みから吸引した空気量を求める。   

ニ）水分を吸収したシリカゲルの全量をはかり重量を求める。イ）で求め  

たシリカゲル重畳との差が水分重量となる。  

b）その他の方法   

空気中のトリチウム水を捕焦する方法としては、シリカゲル管の他忙除   

湿器、冷却器によカ空気中の水分を濃縮する方法、あるいは水へ空気をバ   

ブリングさせる方法がある。  

これらの場合は空気中の水分量を別に求める必要がある○  

レジカグル管  触媒菅  

第20．1図 シリカゲル捕集装置  

彿 陸 水、 海 水  

第5葦陸水、窮ユ7葦海水に準じて試料2ヱを採取する。採取した試  

料は折紙5稚Cで炉過して浮遊物を除去する。酸は添加し浸い。試料は蒸  

発や空気中の水蒸気が混入しないように試料容器終審栓して保存する。  

20．2 放射性ヨウ素  

放射性ヨウ素（ 131Ⅰ）は半減期が短い（臥07日）ので、試料採取後、  

ただちに分析・測定することが望ましい。  
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（1）大気浮遊じん   

第2葦、大気浮遊じんで使用する集じ人潜k活性炭炉紙（Tl川A   
添着炭、例えばT O YO C P－20、直径10．5 cln）または活性炭カー   

トリッジ（T H L）A添着50～100メッシュ直径5cm、厚さ3cm前後）   

を取り付け20m3集じんする。  

（2）降 水  

第3章、降下物または第4章、降水に準じて24時間中の降水告採取す   

る。採取後、できるだけ早く分析を行う。  

（8）野菜、牛乳、海藻類  

採取方法は、第10章、野菜類、第12章、牛乳、第19章、海産生物   

の海藻類に準じて試料を採取する。生試料はそのせせ、あるいは60～70   

0c程度で乾燥する。採取後はできるだけ早く分析を行う。  

（4）海 水  

採取方法は窮17章、海水に準じて試料を採取する。酸を添加しをい。   

できるだけ早く分析を行う。  

注（1）例えばローポリウム・エアサンブラの場合、流尾は10～20β／分である。  
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解説1．環矧こ放出された放射性物質の人間への移行の経路  

核爆発′勘妖や原子ノ」施設などから職域に放出された放射性物負はいろいろな梓   

路を経て人間に摂収される「り‘能性がある。人気、水、土壌などの環境忙放出され   

た場合の主な移行の経路を解1．1聞及ひ解1．21糾て示す。人間が直接′受ける外部   

放射触につし1ては、環塙にかける放射線畳の直接測定によって評価されるのでこ   

れは除外し、ここでは環境試料の採取、処理、調製及び測定に関して述べる0  

環境試料とiノて採取されるものには、食品のように人の被ばく忙直接関係し内   

部破はく線量の評価に役立つもの、また食†口に供されないものであっても環境に   

かける蓄積傾向の把握、場合によっては間接的に内部被ばく線量の推定忙役立つ   

指標生物がある。このほか、環境における放射性物資の分布等について短期あるい   

は長期における変動を知るのに役立つ試料、すなわち前者については大気浮遊じ   

ん夜ど、後者については土壌、海底士などがある。従って、′どのような評価に役   

立てるかという目的に応じて試料の採取及び処理がなされることを十分にわきせ   

えておかなければ夜らない。  

解1．1同 大気中忙放出された放射性物質の人間への移行の経路  
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解1．2図 水域（海洋を含む）及び土壌中に放出された  

放射性物質の人間への移行の経路  
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解説2．試料採取に当たって注意すべき対外的問題   

環境試料を採取する場合には、依触、立入わ、購入など外部の人々の世話綻怠  

らをければをらをいことがある．従って、あらかじめ相手方の十分な理解と承諾  

を得でおく必要がある。   

誤解をなくし、円滑な試料採取を行うため忙は、試料採取の目的、採取の場所．  

採取頻度と時期1購入価格及び用船費等について、県市町村自治体、農業協同組  

合、漁業協同組合等の機関を通じて交渉することが望ましい。場合綻よっては、  

関係官公庁暦必要を事務手続きを取らなければならない。以下主な場合について  

述べる。   

2．ユ 土 壌  

所有者の承諾告得て、その都度相手方の立会のもとに採取するように寸る。  

なお、水田などの耕地は耕作期を避けたほうがよい。   

2．2 海 水、海底士  

調査機関所属の船舶または雇用した漁船夜どを利鞘して採取する場合、あ  

らかじめ海上保安才一享こなど関係官公庁暦必要敢手続きを取らをければをらをゎ  

ことがある。  

作業船を雇用する場合には、作業匠支障をきたさをいような装備を整えて  

ぉり、かつ作製者の安全を湖たしてぃるととを確かめて選定する。   

2．3 海霧当て物、淡水姦塗物  

魚介藻類は漁期、収穫期が限られて－ハるのでその時期を選んで採取を依執  

する。   

2．4 挿 木  

浪子力施設の排水試料採取の際には、施設の横内を通ら豪ければ査ら  

査いことが多い。  

特に拝承は放出管礫土の問題もあるので、外部の老が採取する場合には、   

その都産廃設者の立会のもとに同時採取を行うよう托しておく。   

2．5 購入価格  

農畜産物＼梅掴招三物などの購入価格についてのトラブルは意外に多い。一  

般掟は一 箱販価樵に準じた伽姉で購入することが望ましh。  
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解説る．就料採取に当たっての安全確保   

31 海 洋  

船上での作業は船長の指示忙従う。船は揺れがあるので、身の安全を確保  

し作業を行う。やに揚収機材を用いて作業する際は、巻き上げ機やローブに  

巻き込まれないよう把注意し、服装は作業性のよい体にあったものを着用す  

る。乗船する際は救命胴衣などを準備し、乗船する前に必要な採取用具及び  

容器などを点検する。なお、使用する採取器はあらかじめ作動点検を行って  

おく。   

3．2 河 川、湖 沼  

河や湖南の中へ徒歩で入る場合は、ガラス類の破片をどによ歩けがをせぬ  

ように、また軟泥賀（ヘドロ）の底土の場所では底が深いので足を取られない  

ように注意する。橋の上から試料採取を行う場合は、通行中の人や車にも注  

意する。  

試料採取に′j、型船舶を使用する場合は、上記3．1の乗船時の注意事項を参  

照のこと。   

3．3 排 水  

足場を十分に点検整備し、安全を確保した上で排水を採取する。ローブの   

一端を宇陀巻き付けてバケツで採取することは絶対に行ってはならなレ㌔ ロ  

1  

－ブの一端を必ず、手すり、フックなどに固定した上でバケツなどで採取し  

なければならなレ㌔  
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解説4．摸準献立方式と栄養調査方式について   

日々の食事の試料採取拭匠紘、陰ぜん方式の他、標準献立式■と栄養調査方式  

がある。   

標準献立方式は、＝本人の栄華基準意を澗足するように国立栄蕃研究所あるい  

は栄養士会などが作製した標準献立表忙従って、該当する食舶をマーケットなど  

から購入する方法である。その献立表はいわば日本人としての理想的献立を示し  

たものであって、現実の姿を反映しているものではない。フォール7ウトに由来  

する内部被ばく鰊景を算定する目的で本法による試料採取が行われたことがある  

が、現在ではあせり採用されていない。   

栄養調査方式は、マーケットバスケット方式ともいわれ、厚生省が国民の栄養  

の現状を知るために、毎年実施している食品消費実態調査の集計結果（地域ブロ  

ック別、食品群別摂取量表）に基づいて、すべての食品をマーケット孜どから購  

入する試料採取法のことである。同横取畳表忙は、19群、89種類の食品にっ  

いて、1人当たりの摂取量が与えられているが、分類が栄泰学的立場からなされ  

ているので、汚染経路を加味した分類綻再編成し直すこともある。また、経験的  

に、ある食品群の汚染レベルが他の食品群に比べて、顕著綻低いことがわかって  

いる場合、試料採取費用の節約と省力化の意味からその食品群を省略することも  

できる。さらに、試料採取後調理するかしをいか、調理するとすればどの程度の  

調理をするのか控よって、ぃくつかの選択が可能である。どちらかといえば、陰  

ぜん方式による方法は摂取量の地域特性が現われやすわ試料採取法であり、国民  

栄養調査方式は平均的をレベルを知るのに便利な方法である。  
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参考1 試料の処理及び分析・測定式料の調製に関する資料  

（1）試料粉砕機の種類（JIS M8100－1973エ り）  

分・   呼称寸法   所要動力  最大絵   粉砕後   粉砕可能    給鉱排出  清掃及び付 収集   
種  類   粉砕力作動機構  

mm   
鉱粒度   長大粒鹿   水 分  着試料   

類  kW  m  の最′ト限  （ヰ）   の形式   の難易   

ドノノノヨークラノシャー  受口 250x150  100  10mm  連続  易  

粗  受口 500×300  220  25〝  10  

砕  受口 380×230  150  20 /1 10  
ブレーキノヨークラブノヤー   

機  受口 250×180  100  10〝  10  連続  易   

受口 220x100 37 70  10〝   10  

ロールミル   圧縮＋ねじり   ロール径×長  360×200  2．2   30   2 〝   10   連 続   易  

中  

問  受 口  150× 70  1．5   50   3 〝   7   連 続   易  

粉  

砕  摩擦＋せん断＋湾曲  ローター径  150  1．5   20   2 〝   7   連 続   ふつう  

機  

ハン′マーミル   衝 羊   ノ、二／マ 一遇勅径  290  l．5   100   2 〝   7  l 連 続   ふつう   

トップグラインダー   摩擦＋せん断   ディスク径  230  1．5   10  105〟m   易  

リ／クロールミル   圧崩＋ねじり十せん断  リング径  400  l．5   5  105 〝   3  連 続                         3  連 続   ふつう  

ブラウングラインダー   摩擦＋せんl折   ローター径  100  0．4   5  105 〝   3   
tヨ  名ワ  

徴  摩擦＋せん断   ローター径  100  0．4   5  105 〝   3   連 続  ふつう  

㊥  150  0．75   5  105 〝   3   連 続   ふつう  

ディスクノくルバライザー   旺 崩   ディスク径  150  0／75   7  105 〝   3   連 続   ふつう  

砕  圧縮＋せん断＋ねじり  ロール径  300  l．5   5  105 〟   3   バッチタイプ   易  

機  
スタンブミル   衝 撃   モーノレ径  180  1．5   10  105 〝   3   バ，チタイブ   易  

ポールミル   衝撃＋摩擦   ポット径  200一－300  0．4   3  105 〝   3   バッチタイプ   難  

す り 板   圧鰯＋摩擦   マラー重量  23kg  3  105 〝   3   バッチタイプ   易  

乳 ば ち   摩擦＋衝撃   モーター径  200  3  105 ′   3   バッチタイプ   易   

－
－
－
ひ
－
 
 

粉砕可能の付着水分宙は．対稟忙エり果たるのて，一概忙ぼ示せないが，概略値を示したものであって，試料の比重1の場合の値である。   



（2） インクリメント縮分（JIS M8100－1973エり）  

8）試料の粒鹿とインクリメソト縮分間スコップの大きさ  

（JIS M8100－1973より）  

試料全量通過の粒産   インクリメソト縮分用スコップ番号   広げた試料の厚さ（mm）   

20mm以下   20R   35 ～ 45   

15m以下   15R   30 ～ 40   

10m以下   】OR   25 一－ 35   

5m以下   5R   20・－ 30   

2830〃m以下   3R   15 ～ 25   

1000〃m以下   lR   1（J～15   

250Ilm以下   0．25R   5 ～10  

スコップはb）忙示すスコップの先端のないもの（e＝0）を用いる。  

b）インクリメ／トスコッブ（JIS M8105－1976より）  

インクリノソト席分用  サンプリング用   
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サンブリ／グ川及びイ／クリノント縮分用のイ／クリメソトスコッブの大きさ  

サンプリンノダ用  崩分用  スコップの内のり寸紘mm  材料の伸さ  啓 一  
コ ‾   

スコップ番号   a   b   亡   d   e   mm  

b／句  

ml   

100   10〔）  250  l10  250  220  100   2  0．44  約7000   

75  75  2UO  100  200  170  80   2  0．50  約4000   

50  50  150   75  150  130  65   2  0．50  約1700   

30  30り  30   90   50   90   80  40   2  0．56  約 400   

20  201）   20   80   45   80   70   35  2  0．56  約 300  

151）   15   70   40   70   60  2  0．57  約 200  

10  10D   10   60   35   60   25                                             50  0．581約125  

5D   5   50   30   50   40  0．60  約  75  

3Ⅰ）   3   40   25   40   30  0．5  0．62  約  40  

1D   30   15   30   25  0．5  0．50  約 15  

0．25D  0．25   15   10   15   12  0．3  0．67  約  2   

★ここでいう粒度と吼 サンプリングの場合は最大粒度．約分の場合は試料全量通過の粒鹿のことてある0  

1．eはサンブリ／グ用スコップの場合だけである。  

2．柄の良さ及び大う侵，摘■庄決めてエい。  

c）操作方法（2両区分の例）  

これを謝等分する。例えば樅5  

等分，横4等分する。  

粉砕した試料を力形にaの厚さに  

広げる。   

㊥の当て板を用いて採収する要領図   

却等分した各区分からランタムに  

スコプブを底部まで入れて1スコ，  

プずつとり，これを傷めて試粥と－r  

る。  
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（8）牡鹿と庵分基準（JIS M8100－1973上り）  

崩分後の試料の重i（kg）  
試料全i通過の粒鹿  

小口試料の場合  インクリメントどとの場合  

40 以上   

20 以上   

10 以上  

2．5 以上  

0．6 以上  

0．3 以上  

0．1以上  

0．051江上  

70  以上   

35 以上   

17  以上  

4  以上   

1 以上  

0．5 以上  

0．1以上  

0．05以上  

20m 以下   

15mm」以下   

10mm 以下  

5mm」以下   

2830〝m以下   

1000J－m以下  

420′一m以下  

250〝m以下  

1．この表の試料の重量は，試料の真比重が1の場合を示す。  

2．ある粒鹿の試料をこの表に示した試料の量以下灯縮分してはならない。  

（4）粒度と使用ナる二分器の種類（JIS M8100－1973エり）  

試料全量通過の粒鹿（mm）   二分器の種類   みぞの幅（m） †   

13をこえ20以下   50号   50   

10をこえ13以下   30号   30   

5をこえ10以下   20号   20   

2．4をこえ 5以下   10号   10   

2．4以下   6号   6   
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（5）二分器（JIS M8100－1973より）  

二分器の形式と寸法  
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二分器 の大 き さ  
単位：仰   

50号   30号   20 号   10号   6 号  

12以上   12以上   16以上   16以上   16以上   

A   50 士1   3（）士1   20士1   10士 0．5   6士0．5   

B   630   380   346   171   112   

C   250   170   105   55   40   

D   500   340   210   110   80   

E   300   200   135   75   60   

F   50   30   30   20   20   

G   340   340   210   110   80   

H   200   140   85   45   30   

640   390   360   184   120   

J   220   220   140   65   55   

K   220   220   140   65   55   

L   340   340   210   110   80   

M   250   170   105   55   40   

N   75   55   35   20   15   

0   340   340   210   110   80   

P   630   380   346   171   112   

Q   400   300   200   120   80   

R   265   200   135   70   45‘I   

S   200   150   105   50   35   

1・みぞ数及びみぞ幅Aは規定値である。  

2・B～Sの寸法は，一例として示したものである。  

（6）定量縮分機を使用する場合の縮分基準  

試料全量通過の  1動作で採取する  試料から採取するインクリメント個数  

インクリメノトの  

粒 鹿m  質 量g  大口試料   ′トロ試料  インクリ メント   

20以下   1000以上   20以上   10以上   4 以上   

10以下   400以上   20以上   10以上   4 以上   

5 以下   200以上   20以上   10以上   4以上   

3以下   100以上   20以上   10以」二   4 以上   

1以下   50以上   20以上   10以上   4 以上   
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（7）崩分機の鵬例（JIS M8100岬1973よ り）  

使 用 条 件  
機  種  

適用粒慶   崩 分 比   

ロータリーコー／縮分機   20mm以下   15～ 5   

トロンメル縮分機   2On仰以下   10～ 5   

スナイダー崩分機   20mm以‾F   20～ 5   

ホイ ッスルパイプ型縮分概   5mm以下   64   

スタートバノド式縮分横   10mml⊥下   10   

カスケード型線分磯   3mm以下   8   

スクリュー村漏斗型縮分機   3mm以下   ヰ   

ディストリ ビューター型縮分機   5mm以下   8・－ヰ   

剛 ふるいの規格  

JISふるい（日本）  タイラーふるい（米国）   

呼び寸法  孔眼寸法  針 金 径   
メ ッシュ   

孔 眼 寸 法  針金径   

〃m   m   m  in   m   in   

5，660   5．66   1．600   3シセ   5．613   

4，760   む7＄   1．298   4  0．155  4．69g   0．065  

4．000   4．0（1   1．08∩   5  3．p62   

3，360   3．36   0．870   6  0．131  3．327   0，036  

2．830   2．83   0月00   7  2．794   

2．380   2．38   0．800   8  0．093  2．362   0．032  

2．000   2．00   0．760   10  1．981   

1,6 8 OO L68   0．740   12  0，065  1．65l   0．030  

1，410   1,4 t 0．710   14  1．397   

1，190   1．19   0．620   16  0．046  1．168   0．025  

1，000   l．Or）   0．590   18  0．991   

840   0，84   0．430   20  0．0328  0．833   0．0172  

710   0，71   0．350   24  0‘70l   

590   0、59   0．320   28  0．0232  0．589   0．0125  

500   0．50   0．290   32  0．495   

420   0．42   0．290   35  0．O164  0．417   0．0122  

350   0．35   0．260   ヰ2  0．351   

297   0．297   0．232   48  0．0116  0．295   01（）092  

250   0．250   0．212   60  0．246   

210   0．210   0．181   65  0，0082  0．208   0．0072  

177   0．177   0．141   80  0．175   

149   0．149   0．105   100  0．00S8  0．147   0．00ヰ2  

125   0．125   0．087   115  0．124   

105   0．105   U．070   150  0．0041  0．104   0，0026  

88   0．088   0．061   170  0．088   

74   0．074   0．053   200  0．0029  0．074   0．0021  

62   0．062   0、040   250   0．002ヰ   0．061   0.0 O 1 8 

53   0，053   0．038   270   0．0021   0．053   0▲0016   

44   0．044   0．034   325   0，0017   0、043   0．0014  

400   0－0015   0．037   0．0013   
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参考2 灰 分 表  単位：γ～舘  

日本食品標準成分表上り  ㈲日本分析セユ／クー実測値  
品  名  

灰 分   備  考   灰  分   備  考   

キャベツ  0．8  0．62  

玄  米  1．3  1．3  

精  米  0．6   0．5   

ジ ャ ガ イ モ   l．1   包㌻むきの場合   1．0   

タ マ ネ ギ   0．4   除：歩ん皮及び榛鹿部   0．35   

ダイコン  0．6  0．7  

茶  5．4  5．ヰ   

ニン’シ′ニ′  1．1   除：根端及び葉柄基部  

ネ  ギ   0．5  除：株元及び規傷菜   

野  沢  菜   1．1   除：  〝   1．1   

ハ ク サ イ   0．6  除：  〝   0．7   

ホウレン■ソウ  l．6  〝  1．＄  

松 葉  1．3  

ヨ モ ギ  l．8  2．4  葉及び茎含む  

ミルク（生乳）  0、7  0．7  

〝（育児用）  2．5  2．4  

〝（脱頗粉乳）  7．9   臥3  

7イナメ  3．5   全体  

7  カ  ガ  イ   2．3  除：月穀，内臓等  2．0   軟体部   

ア  サ   リ   2．7   除：   〝   2．1   〝   

7  ジ   1，5   三枚下し   3．3   全 体   

ア  ナ  ゴ   l．5   背開き   2．0   〝   

ア  ラ  メ   17．7   乾 物   3．7   生   

7  ワ  ビ   2．1   除：月殻，内臓等   2．2   軟体部   

イ  カ   1．5   除：内辣等   1．5   全 体   

イ  サ  キ   1暮4   三枚下し   4．9   〝   
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針本食品標準成分表上わ  ㈲日本分析センター実動儀  
品  名  

灰  分   備  考   灰  分   備  考   

イ  ワ  シ   l．9   三枚下し   2．6   全 体   

イ  セ エ ビ   l．4   除：頭部，叔及び尾部   1．7   肉   

ウ  ナ  ギ   l．1   背開き   2．0   全 体   

ウ マ ゾ ラ ハギ   1．4   除：頭部，皮，骨，内臓及びひれ   5．1   〝  

カ  キ  1．6  除：貝殻  

カ サ コ●  6．4   全体  

カ ツ オ  1．4  三枚下し  

カ   2．l   除：殻及び内躾   12．8   全体  

声   レ   イ   1．6   除：頭部，内藤，骨及びひれ  3．3   〝   

カ ワ ハ  ギ  5．6   〝   

キ  ス   1．5  三枚下し  4．2   〝   

キ  ビ ナ ゴ  2．8   〝   

ク ル マ エ ビ   1．6  除：頭部，殻及び尾部  4．7   〝   

ク ロ  〆 イ   l．4   三枚下し   5．0   〝   

グ  チ   1．5   三枚下し   3．2   〝   

コ  イ   1．1   〝   2．7   〝   

コ  チ   1．0   〝   5，3   〝   

コ  ノ  ふ′  ロ   1．7   〝   3．6   〝   

コ  ン  プ   21   乾 物   3．9   生  

サ  ケ   l．5   二三放下し   l．5   

サ  ザ  エ   2．1   蛛：貝殻及び内嬉等   2．4   軟体部  

サ  バ   1．1   三枚下し   2．4   全 体   

サ  ン  マ   l．3   〝   2．8   〝  

シ  ジ  1．9   除：貝殻  

シ  ヤ  コ   2，l  除：尾部  5．1   全体  

シ  ラ  ス  2．7   ／／   

．ス  ズ   キ  1．7  三枚下し  五2   〝   

タ  イ   1．4   〝   4．1   〝   

ク  コ   1．7   除：内議等   2．1   〝   

ー123－   



日本食品標準成分表エわ  （肺日本分析センター実測値  
品  名  

灰  分   備  考   灰  分   備  考   

タ  ラ   1．2   切り身  3．8   全 体   

ツ フ● ガ イ   1．7   軟体部   

テルビア  7．2   全休  

トリガイ  1．3  ムキ身  

ナ  マ  コ   4．4  除：内輝等   5．6   全体  

シ′  ン′   1．6  三枚下し  

ハ   タ  ハ   タ   1．4   三枚下し   2．3   全体  

ハマ クリ  2．6  除：月殻  

パイガイ  1．8   軟体部  

ヒ  ジ  キ   乾物  4．7   生   

ヒ ト  デ 15   全体  

ヒ  ラ  メ   除：頭部，骨，内臓及びひれ  

フ  ナ   1．2   三枚下し  3．8   全体  

ベ  ラ  6．2   〝   

ホ ク テ ガ イ   除：貝殻  2．3   軟体部   

ホ ン ダ ワ ラ  4．3   生   

ポ  ラ   1．2  三枚下し  3．3   全体  

マ  グ  ロ   1．5   切り身  

マ  ス   1．6   三枚下し   

ミ  ノレ  ガ  イ   2．1   除：貝殻及び内臓  2．4   軟体部  

ム ラサ‾キイ ガイ  2．2   〝   

メ  ハ  ル  5．3   全 体   

ワ  カ サ ギ   魚体全体                                    3．0  2．3   〝   

ワ  カ  メ   3 0．8   乾 物   3．0   生   35帝乾物   
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参考3 日常食の試料採収Kついての注意書 き   

採取作当たっては午前10時から翌日の午前10噂まで、奉るいは朝食から翌日  

の朝食の前までの飲食物を1人前余分に作り、その全てを瓶K入れて下さい。具体的な  

集め方としては、調理したものを食草をしながら自分のロ陀入れたものと同じもの  

を同量取り分けるか、ぜたは食前、食後Kまとめて取り分けてもかまいません。   

以下の任意畢項陀留意して集めて下さい。  

集め方の任意  

1．主食忙ついて こはんなどは、同じ食器で同量とって下さい。  

パンKつけるバクーやジャム、ざるそばなどの薬味やクレも忘  

れずK入れて下さい。  

サツマイモ、ジャガイモなどの皮を食べない時け、皮を取り除  

レーて下さい。   

2．副食について   

2－1 魚 介 類：メザシやシシヤモのようK骨こと食べる魚はそのままとし、  

骨、皮などを食べなかった魚はその部分を取り除いて下さい。  

シソミ、7サリ、エビ、カニなどけ殻を取って身だけを入れて  

下さい。   

2－2 肉   類：カラ揚げ（骨付）などの骨け取り除いて下さい。   

2－3 卵  類：卵の殻は取り除いて下さい。   

2－4 野 菜 類：筆ショウガの茎、ナスのへク、ユダマメなどのサヤけ取り除  

しハて下さレl。   

2－5 曙好飲料：水、清涼飲料水、コーヒー、紅茶、緑茶、アルコール飲料夜  

ど、またウィスキーなどと一緒K飲んだ水も忘れずK入れて  

下さlハ。   

2－6 調味料．その他：料理托つけたり、かけたりして食べたしょう油、ソー  

ス、ケチャッブ、マヨネーズ、ドレッシング、ワサビ、  

平子、塩、コショウなども忘れず陀入れて下さい。  

ユズ、スダチ、レモンなど香りづけを使った場合はし  

ほって入れて下さい。また、これらを食べた時Kはそ  

のまま入れて‾卜さい。  
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3．間食Kついて  

おやつなどの菓子類もそのまま入れ、果物類は皮や芯を取り除き、丸かじりし   

た時は芯だけを取り除いて入れて下さい。  

ミカンは外皮をむき、甘皮を食べる人はそのませ、食べない人は甘皮をとって   

果肉だけを入れて下さい。ブドウ、スイカなど種のある果物は皮や種を取り除い   

て果肉だけを入れて下さい。  

日常食の献立調査票（参考4）の書き方   

参考4の記入例Kならって献立名、材料、食べた皇を記入して下さい。   

食べた量は茶わん1ばい、1切、1個などの目安量で書いて7さい。   

間食陀ついても忘れずに記入して下さh。  
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参考4   
献 立 調  

（ 才） 男 女  （記入 例）  

l  

義  

斬  璽  

l  

喪  
‡  

暮  

】  

食  
l  

頓  
霊  

串  
l  

食  
l  

l  

再  

夕  
暮  

l  

容■  食   ‡  

l  

‡  

間  

喪  
I  

そ  

の  
l  

他  暮  

I   

捻垂書（  ）タ  
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参考5 目  安  量  表  

（注）1カップは200ee  

大さじは15e亡・′トさじは5ee  

品  名   目  安   壬 暮 F   品  名   目  安   重 生 F   

白  米  カッ7● 1   16 0  丁 ン パ  ン  1  コ   8 0～9 0   

〝  1 合  140  カ ツ サ ン ド  1  コ   7 5  

〝  大さじ1  18                    ワン∵タンの皮  1  枚   4   

販  大人茶わん1  150一－180  枚  6  

′  〝  ｛米忙して 
70 

′  ′J人慕わん1  80～100   40   

■   〝   ｛米れて 
40   ス バ ゲテ ィ   10  本   10   

か  ゆ  大人茶わん1  （米忙して  40 ～50   即席塊 そば  1  袋   8 0   

■   ′ト人 〝   ｛米忙して 
20   

即席たんめん   〝   8 5   

上  所  扮  カップ 1   12 5  干  そ  ば  1  束   2 5 0   

白  玉  粉  大さじ 1   10  中華めん（生）  l  玉   19 0   

〝   カップ 1   12 0  干 う ど ん  1  束   3 0 0   

も  
1切  

ち  
（1×4×5）   

5 0  干そ う めん  1  束   5 0   

の  り  巷  1  コ   2 5～4 0  ゆでうどん  玉  270・－300  

押  麦  カップ 1   ゆでそば   〝  200～240  

〝   大さじ 1   丁イスクリーム  カップ 1   10 0   

オート ミ ール  大さじ 1   5  卸 し チ t ズ  大さじ 1   ？3   
〝   ′j、さじ 1   2  〝  ′トさじ1  

′J、 麦  粉  カップ l   生クリーム   大さじ1   14  

〝   大さじ山1   12   〝   ′トさじ 1   4   

〝   
り1   

6   ヨ ー グ ルト   1  本   9 0   

〝   ′トさじ l   2  ヤ ク ル ト  大 1 本   5 0  

〝  茶さじ1  1．8  ′卜1 本   3 0  

切  敲   1 コ  中丸10ロ乃  100  

食  ハ  ン  1  斤   3 2 0′－3 5 0   長さ45亡¶1  

径6m本  350  

サンドウィッチ用  28  長さ12亡¶1  
径 6d竹本   

10 0  

コッペパ ン   コ  120   ホウレンソウ  把   3 5 0～40 0   

クリ ームバン   l  コ   6 5～7 5  
1  株   15・－3 0   

パターロ  ー′レ  1  コ   4 0～4 5  コマツナ   抹   15～30   

ブ ド ウ パ ン  1  コ   7 0   〝   1  把   3 5 0～4 0（I   

ソ 十 ム パ ン  1  コ   ユ ダ ヤ メ  l さ や   2～3   
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品  名   目   安   重 縁 ダ   品  名  目   安   重 量 ダ   

ユ ダ マ メ  1 皿 分   7 5  キ ュ ウ リ  小 1本   了0   

シ1 ン ギク  中  1株   10～15   タ  ワ  イ  1  コ   20～30   

ピ ー  マ ン  大 lコ   4 5  ゴ  ボ   ウ  中、1本   150・－200   

〝   中  lコ   30～4 0   〝   中丸10m   80   

わ  け  ぎ  l  束   150  サヤエンド ウ  10 さや   3 0   

ミ   カ   ン  中  1コ   7 0～90  ササインゲン  10  本   4 0   

ガ   大  1コ   10 0～130  セ ロ リ ー  l  本   50・－100   

ネ ー  ブ ル  1  コ   
180・－170  た け の■ こ  厚さ35（¶ l 本   

9 0 0   

ま ミ カ ン  中  1コ   350・－400  玉  ネ  ギ  大 1コ   280   

レ■   モ    ン′   〟   80｛｝ニ 00   〝   中  1コ   2 00   

ト   マ  ト  中  1コ   150一－200   ガ   小  1コ   100   

〝   小  1コ   80～100  長 ネ ギ  大 1本   10 0   

イ  チ  ゴ  1  粒   8、一10   ■   中  1本   5 0～60   

ガ   1箱28粒   2 8 0   〟   ′J、 l本   30・－4 0   

イ チ ジ ク  申  1コ   4 0  ナ  ス  中  lコ   6 0～80   

サク ラ ン ポ  1  コ   5   ′   ′ト  lコ   4 0   

カ  キ  大  1コ   3 0 0  フ  キ  ′ト  1コ   2 5   

ガ   1  コ   100・－150  むき ソテマメ  10  粒   5 0   

干ガキ  コ  ユ ダ マ メ  60 蔓ヤ   10 0  

ナ  シ   コ   200【〉250                干 ビ ， ク  20センチ5本   35   

ハナナ  100・・一130  
切手ダイコン  カヅブ 1   4 0  

干 シ イ タ ケ  5  枚   15  

ビ  ワ   50～70．                             寒  天  1  本   7   

ブ  ド  ウ  1  粒   10   コ   ン  プ  中巾10珊   8   

〝（干）   〝   0．5・－1  ト ロ ロコンプ  カグブ 1   25   

モ  モ  1  コ   130・～150  干  ノ   リ  l  枚   2   

リ  y  ゴ  l  コ   15 0～2 20  干 ワ か メ  大1袋  40O 

ク● イ コ ン  ′ト  1本   3 0 0   小ガ  15  

キャ〈こツ  60～100  
みそ汁 1ばh分   

3  

ハクサイ   〝  50一〉80           梅  干  中 l コ   10   

カ  ブ  白ダイコン1コ  110～2 3 0  た く あ ん  1  切   10   

′  中1コ  40  コ   5  

〝  小lコ  25   コ   3～5   

∫   1把（10玉）   7 3 0  キ ャ ラ メ ノレ  1  粒   4   

キ ュ ウ リ  中 l本   10 0  ヌ   ガ  1   粒   7   
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品  名   目  安   品  名   目  安   王 t F   

ド ロ ッ プ  l  コ   がん も ど き  小 1 枚   20   

水  あ  め  ′トさじ 1   撫 ど う ふ  1  コ   17   

甘  納  豆  ′ト豆10粒   は ん ぺ ん  l  枚   80一－1．0 0   

〝   うづら1q拉   12－一15   な  る  と  1  本   300   

カ ス テ ラ  l  切   5 0  焼 ち く わ   〝   90   

ウエ ア 丁 －ス  ′ト 1 枚   2～5  額か t ほ こ  1  本   3 5 0   

か り ん と う  5  コ   2 5・－8 0  納  豆  1  包   9 0  

粟  1 コ  10～15  7 0  

甘  栗   1 コ  4～7   豆  カップ 1   15 0   

マ シ 1 マ ロ  1  コ   4   う す ら 豆   〝   15 0   

サ ツ マ イ モ  中 1 コ   17 0・－2 0 0   〝   16  粒   10   

ジ ャ ガ イ モ  大 1 コ   2 5 0  落  花  生  カップ 1   14 0   

〝  中1コ  80・－100   〝   10  粒   10  

′  卵大1コ  50             丁  ジ  ′J、・1 鳥   4 0～60   

サ ト イ モ  大 1 コ   5 0   〝   中 1 尾   7 0・－10 0   

〝   ′ト 1 コ   2 5  イ  カ  中 1ばい   2 50   

八  ツ  頭  中 1 コ   3 5 0■・、4 0 0   〝   大 1ばい   4 5 0   

山  い  も  中 1 コ   4 00  イ   ワ   シ  ′ト 1 尾   3 5   

コ  ロ  ッ  ケ  ，市販品1コ   6 5・－7 0   〝   中 1 尾   6 0   

こ ん 忙 ヤ く   1  枚   2 5 0  カ  レ  イ   1  切   10 0   

し ら た き  1  玉   17 0   キ  ス  1  尾   4 0一｝5 0   

ママレード  ′トさじ 1   7   タ イ（′J、）   〝   7 0  
ジャム  

大さじ 1   2 2   タ   カ  ーミ  中 l 尾   15 0～2 50   

ダ  イ   ズ  カ，フ● 1   15 0  ク チ ウ オ  1  切   7 0～8 0   

〝   50  粒   17   ド ジ 亨 ウ  1  尾   15   

み  そ  大さじ 1   18   サ  ′く  1  尾   6 4 0・－90 0   

味噌汁  
〝  

1杯分   
2 0  サ   ン   マ  中 1 尾   12 0～15 0   

油  揚  げ  1  枚   2 0  白  魚  カップ 1   10 0   

と  う  ふ  1  丁   2 5 0   マ   グ   ロ  1  切   7 0   

焼 ど う ふ   〝   20 0～2 5 0  ナサリむき み  カ，ブ 1   18 0   

生  揚  げ  1  枚   9 5～10 0   〝   10   コ   2 0・）8 0   

厚  揚  げ  1  枚   13 0  ハマグリむきみ  1  コ   5～10   

さ つ1 あ げ   大   9 0   カ  キ  カップ 1   2 0 0   

〝   小   30   〝   中 1 コ   10へ′20   

がん も ど き  大 l 枚   6 5～100  芝  エ  ビ  中 l 尾   7～8   
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品  名   目  安   重 縁 ヂ   品  名  目  安  重 暮 タ   

丁 ジ 干 物  l  尾   60   ど ら や き    l  コ  7 0   

イ ワ シ 生干  中 1 尾   2 5   ビ．ス ケ ッ ト    1  枚  6～7   

メ  ザ  ツ  l  尾   15  最  中    1  コ  30・－50   

カ マ ス 干物  中 l 属   50   ロ シヤケーキ  〝  20・－30   

塩サ ケ  切  40・－70   〝  6 0  

白 す 干   70   コ   コ   丁    大さじ 1  6   

サンマみりん千  1  枚   6 0   〟  小さじ 1  2   

す  る  め  大 l 棟   5 0～60   コ ー ヒ ・－    大さじ 1  6   

す  る  め  小 1 枚   4 0   〝  小さじ1  2   

削 り 節  
1つまみ  

3  6  

煮  干   10   

イカ塩辛  10O 

ウナギ蒲焼  串  80一｝100  品  
大さ じ  小さ じ  

名  
（15亡り  （5亡C）  

マグロ刺身   80－、一100                       砂  糖  8  3   

カ     缶  1  紐   2 2 0   塩  8  4   

サ  パ  缶   〝   210   し ょ  う ゆ  17  6   

カ  ツ  1  枚   6 0   酢  15  5   

ウインナ   
ノーセーソ   1  本   17  ′ト  麦  粉  8  2   

ハ  ム  1  枚   20  パ  ン  粉  8  3  

シ ュ ー マ イ   l  コ   15へ・2 0  片  栗  粉  10  4  

魚肉ソーセージ  1  本   180   カ レ ー 粉  7  2   

鶴  卵  1  コ   5 0  ケ チ ャ ダ ブ  17  6   

卵  韓  l  コ   15・－17   リ  ス  16  5   

う づ ら 卵  l  コ   11・－15  サ ラ ダ 油  12  5   

タ  ラ  子  や l 腹   80～10 0  天 ぶ ら 油  11  4   

隻 数 の 子  中 1 コ   2 0  ど  せ  油  11  4   

牛  乳  ま  本   18 0  マ ヨ ネ ー ズ  13  4   

せ ん へこ い  1  枚   13～15   ピーナヅバター  i3  4   

かわらせんべい  1  枚   10  み  そ  17  6   

シ′ユークリーふ  l  コ   4 0一－50   脱胎粉乳  

（インスタγト）  
5  2   

シ′冒■－トケーキ  l  コ   5 0～7 0  粉  乳  8  2   

大  福・  ！  コ   8 0  練  乳  8   

チ 9 コ レート  1枚（50円）   9  3   

ド ー ナ ツ  1  コ   8  3   

昭和44年二度調査 放射綴医学総合研究所（放射線審議会柳窪部会托おいて一部修正）  
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参考6 海水の大型採水器托よる採取方法陀ついて  

（1）採取用具及び容器  

a）大型採水器（50～100上）  

重量50～100kgで、ワイヤーローブの端末陀取り付け、メッセンジャー  

陀よって作動させ、採水筒（プラスチック製）の上下のロをゴム製の栓で閉  

じる型式のもの。  

b）巻き上げ機（巻き上げ荷重200kg以上）  

船の巻き上げ機を用いる。  

c）ワイヤーローブ  

巻き上げ機を用いる場合は径3mm以上、長さ200mのワイヤーローブ。  

d）デリック設備  

耐荷重300kg以上あること。  

e）指探滑車  

（2）採取方法  

a）ワイヤーローブをデリックの先端部に設置した指探滑車陀通し、先端K採  

水器を取り付ける。  

b）船が停止したのら採水可能状態佗セットする。  

C）巻き上げ機を作動させて採水器をつり上げ船外陀出す。ワイヤーローブを  

繰り出して採水器を海面下托沈め、一時停止する。採水筒の空気が抜けた事  

を確認してから再度ワイヤーローブを繰り出す。繰り出し速度が達すぎると  

採水器が作動したり、ワイヤーローブが切断したりすることがあるので、速  

度は1m／秒以‾下とする。  

d）所定の深さまで採水器を降ろす，探さは指深滑車の値から求める。  

e）ワイヤーローブが垂直陀なるようK操船する。  

r）3分後K採水器作動用メッセンジャー（落7速度200～300m／分）をワ  

イヤーロープ托そって落下させる。  

g）メッセンジャー落下2‘分後作巻き上げを開始し、船上陀採水器を回収する。  

h）採水した海水で塩分測定用試料容器を洗浄したのら直接試料容器忙採取す  

る。   

i）試料容器K試料番号等を記入する。  

j）作業終了後、使用した用具は真水でよく洗って乾燥する。ワイヤーローーブ  

は水洗し水をふき取ったのら、グリスまたはワイヤオイルを塗っておく。  
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参考7 海底士の特殊な採取方法托ついて  

（1）コ7・サンブラ一作よる採取方法  

a）構造と特徴  

海底土中の入ここ放射性核種の全音横豊を知るためには海底土表層からかなり  

下の層までも採取しなければならなぃ場合がある。この目的綻ば、鉛直橋造  

を乱さないで1m以上の探さを採取できるコア・サンフ、ラーが適している。  

沿岸海域陀おしってば鋼鉄また結ステンレス鋼製の円筒を重り控よって海底  

忙打ら込む重力式柱状採泥器が適している。通常は口径40～80mm、採泥  

管長さ50～150c椚、重量100kg程度のものが用いられ、さら托大口径の  

ものを用いることもある。  

b）欠  点  

コア・サンブラーの欠点としては、採取面積が小さくまた非常陀硬い海底  

（特托岩盤上托砂が比戟的薄く堆揆しているような場合）から技採取できな  

い。特托u径が大きい場合ば軟泥が接収申搾滑落することがある。  

c）機  材  

コア・サンブラu を使用する時托は、グラブ式採泥器と同様の揚収機材  

が必要である。   

f2き ポック・コアラ一による採取方法  

a）構造と特徴  

ボックス・コアラーば箱型の容器を重りで海底托30～50r椚程度押し込み、  

機械的匠下のロを閉じる形式のものである。  

採取面積は100～250珊2程度である。  

b）欠  点  

硬い海底からの採埴が困難なこと、一般i′こ大型の機器であるの．で小型の船  

上でば取り扱いが艶しいこと夜どがある。  

c）機  材  

ボックス・コアラーを使用する時陀は、グラブ式採泥器と同様の接収機材  

が必要である。  

（3）ポンプ把よる採取方法  

a）解  語  

ヘドロのような棲渡柁含水率が高い軟泥の場合軋は、グラブ式やドレッジ  

式採泥器を使川Lたのでは海底表面付近の層を採取することはできない。こ  
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の場合はポンプを用いて海底士を海水とともK吸い上げる方法が有効である。  

この際の機材は第17牽海水托記述してあるポンプ托よる採取方法がその  

まま適用できる。   

b）欠  点  

この方法浸ヘドロ、ツルト贅の海底土紆は有効であるが、秒や礫は採取困  

難であるので利用範囲接限られている。   

c）採取方法  

採取匪際してばホースの先端を海底表層（海水・海底士境界）内托差し込  

み、海水ととも陀海底士を吸い上げる。海水と海底士を分離する托ば、数多  

くの容器（例えば大型ポリエチレン製バケツや瓶）陀入れて静直して上澄の  

海水を除くか、陸上把持ち帰り実験室で辞退や遠心分離などの操作で海底土  

を集めるとよレ㌔  

裾 連続サンプリング方法  

海底土を点でなく、ある長さの観測線上から連続的fて採取する方法が考えら   

れていも その一方法として採泥器を海底上でえい航しつつ海底表面を撹乱して   

海底土を海水中陀巻き上げてこれをネットで捕集するもりがある。  

詳細托ついては「保健物理」16．p43～50く1981）を参照むこと。  
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参考8 環境試料中のストロンチウム叫90及びセシウムー137の  

分析結果の例（昭和56年慶）  

ストロンチウム仙90 分析値  セシウムー137 分析値   
試  料  単  位  

試料数  範踵（最′ト～最大）  平均値  試料数    範朗（最小～最大）平均値   

大気浮遊じん  叩3 10PCi／h3  42  0．0  ～  4．6  0，5   42    0．0 ′－ 4，5  0．7   

0．04   降  下  物  mci／k絶間  370  0．001・－  0．19  0．026  372    0．000～ 0．30  
降 水（上水）  pCi／ヱ   76  0．000～  0．40  0．1l   76    0．000～ 0、03  0．01   

〝 （淡水）  pCi／ヱ   9  0．00 ～  0．25  0．n   9    0．002・－ 0．05  0．02   

土壌（0～5亡椚）  mci／km2   31  0．6  ～ 26   7．g   31    l．0 ～ 84  30   

〝（5ザ0澗）  mci／km2   31  1．2  一－ 77   19   31    1．3 一～180  45   

米   PCi／kg   36  0．0  ～ 1．．3   0．5   36    0．6 ・－ 9．0  2．7   

ダ イ コ ン  PCi／kg隼   29  0．8  一－ 57   12   29    0．0 ・－ 4．1  0．9   

ホ ウ レ ンソ ウ  pCi／kg隼   28  0．7  ′・－ 32   7．2   28    0．1 ～ 44  3．8   

茶   pCi／kg乾   6  53  ～140   83   6    72  ～160  12 

牛  乳  PCi／ヱ   103  0．6 ～臥g   2．0  103    1．0 ～ 68  4．9   

ドラ イ ミルク  pCi／kg   12  2，4  ～ 46   15】2   12  47．3   

淡  水  魚  pCi／戌g隼   8  6，1 ～140   40．5   8    2．7 へ■13  7．0   

日  常  食  PCi／人・【ご】   62  1．2  一－   8－3   3．4   62    1．l ～ 27  3．7   

海  水  pCi／£   皿  0．09 ′－  0．16  0．12  皿    0．09・～ 0．17  0．14   

海  底  土  pCi／kg乾土  12  0  ～ 22   5   12    12  ～220  86   

海  産  魚  pCi／kg隼   30  0．0  ～  1．7   0．4   30    1．6 ～19  7．0   

貝  類  pCi／kg隼   7  0．0  ～ 1，1   ′ 0．2   7    0．7 一－ 2．2  1．4   

海  藻  類  pCi／kg隼   7  0．5  ～  4．2   l．9   7    0．3 一－ l．9  1．1   

－135－   
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